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   第 ５ 回   熊本県議会  建設常任委員会会議記録 

 

令和２年２月20日(木曜日) 

            午前９時59分開議 

午後０時23分休憩 

午後１時27分開議 

            午後１時54分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議案第１号 令和元年度熊本県一般会計補

正予算(第５号)  

議案第４号 令和元年度熊本県港湾整備事

業特別会計補正予算(第３号)  

議案第５号 令和元年度熊本県臨海工業用

地造成事業特別会計補正予算(第１号) 

議案第６号 令和元年度熊本県用地先行取

得事業特別会計補正予算(第２号)  

議案第11号 令和元年度熊本県流域下水道

事業特別会計補正予算(第４号) 

議案第20号 令和２年度熊本県一般会計予

  算 

議案第25号 令和２年度熊本県港湾整備事

業特別会計予算のうち 

議案第26号 令和２年度熊本県臨海工業用

地造成事業特別会計予算のうち 

議案第27号 令和２年度熊本県用地先行取

得事業特別会計予算  

議案第36号 令和２年度熊本県流域下水道

事業会計予算 

議案第57号 熊本県が管理する県道の構造

の技術的基準等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

議案第58条 熊本都市計画事業益城中央被

災市街地復興土地区画整理事業施行条例

の一部を改正する条例の制定について 

議案第59号 熊本県浄化槽保守点検業者の

登録に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

議案第60号 熊本県営住宅条例の一部を改

正する条例の制定について 

議案第69号 工事請負契約の締結について 

議案第70号 工事請負契約の締結について 

議案第71号 工事請負契約の変更について 

議案第76号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第77号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第78号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第79号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第80号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

報告第３号 専決処分の報告について 

閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ

いて 

報告事項 

① 熊本県国土強靭化地域計画の充実

 に係る取組一覧につて 

② 建設工事従事者の安全及び健康の

 確保に関する熊本県計画(概要案) 

③ 熊本地震等の災害復旧事業の進捗 

  状況(12月末)及び復興係数・復興歩 

  掛の継続について 

④ 白川水系河川整備計画の変更につ

 いて 

 令和元年度建設常任委員会における取組み

の成果について 

――――――――――――――― 

出席委員(８人) 

        委 員 長 緒 方 勇 二 

        副委員長 大 平 雄 一 

        委  員 吉 永 和 世 

        委  員 小早川 宗 弘 
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        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 楠 本 千 秋 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 城 戸   淳 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者   

 土木部 

         部 長 宮 部 静 夫 

       総括審議員 

兼河川港湾局長 永 松 義 敬

政策審議監 藤 本 正 浩 

      道路都市局長 村 上 義 幸 

      建築住宅局長 上 妻 清 人 

         監理課長 野 﨑 真 司 

      用地対策課長 馬 場 一 也 

    土木技術管理課長 勝 又 成 也 

道路整備課長  亀 崎 直 隆 

      道路保全課長 吉ヶ嶋 雅 純 

首席審議員 

     兼都市計画課長 坂 井 秀 一 

      下水環境課長 渡 辺 哲 也 

        河川課長 竹 田 尚 史 

        港湾課長 松 永 清 文 

        砂防課長 中 山 雅 晴 

        建築課長 松 野 秀 利 

        営繕課長 小路永   守 

        住宅課長 原 井   正 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 千 羽 正 裕 

     政務調査課主幹 西 野 房 代 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○緒方勇二委員長 それでは、ただいまから

第５回建設常任委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に３名の傍聴の申し出があり

ましたので、これを認めることといたしまし

たので、御報告します。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審議を行います。 

 議事次第のとおり、初めに、令和元年度補

正予算について執行部から説明を求めた後、

質疑、採決を行い、次に、令和２年度当初予

算及びその他の議案について執行部からの説

明を求めた後、質疑、採決を行いたいと思い

ますが、これに御異議ありませんか。 

   (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 御異議なしと認めます。

よって、それに従い、進めてまいりたいと思

います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るため、着座のまま簡潔にお願いいたしま

す。 

 まず、土木部長から総括説明を行い、続い

て、担当課長から順次説明をお願いします。 

 初めに、宮部土木部長。 

 

○宮部土木部長 おはようございます。 

 それでは、今定例会に提案しております議

案等の説明に先立ち、最近の土木部行政の動

向について御報告いたします。以後、着座に

て説明させていただきます。 

 まず、益城町の復興まちづくりとして取り

組んでいる県道熊本高森線の４車線化につき

ましては、モデル地区の整備が３月末に完了

することとなりました。 

 土地区画整理事業につきましても、先行し

て工事に着手した一部の街区では、６月まで

には自宅再建が可能となる見通しです。 

 復興後の姿が目に見える形となり、生活再

建に加え、町のさらなるにぎわいや、人、

物、仕事のよき流れが生み出されることが期

待されます。 

 次に、国道57号の北側復旧ルートと現道、

国道325号阿蘇大橋が来年度全線開通いたし

ます。 

 これらの開通により、阿蘇地域へのアクセ

スは飛躍的に向上し、通勤通学の利便性回復
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はもとより、阿蘇地域の観光や産業の活性化

に大きな効果を発揮するものと考えておりま

す。 

 引き続き、国と連携し、一日も早い阿蘇へ

のアクセスルートの回復に取り組んでまいり

ます。 

 次に、４月にくまモンポート八代が供用い

たします。 

 これに先立ちまして、来週29日に開催を予

定していた完成式典につきましては、主催者

である県、国、ロイヤル・カリビアン社の３

者で協議の上、新型コロナウイルス感染症の

県内での発生防止に全力で取り組むべきと判

断し、一旦中止することといたしました。 

 また、一昨日には、３月に八代港へ寄港を

予定していたクルーズ船４隻のうち２隻のキ

ャンセルの連絡がありました。残りの２隻に

つきましても、現在情報を収集しているとこ

ろでございます。 

 なお、本クルーズ拠点を国内外へ広くＰＲ

していくことで、本拠点の認知度及び地域の

機運を高め、将来的なクルーズ船の寄港数増

加、ひいては地方創生につながるにぎわいづ

くりが重要なことには変わりありません。式

典につきましては、現時点では、４月のオー

プニングイベントとして開催したいと考えて

いるところでございます。 

 次に、幹線道路ネットワークの整備につい

てです。 

 熊本天草幹線道路につきましては、本渡道

路の令和４年度の開通に向けて、橋梁工事を

全力で進めております。 

 また、中九州横断道路では、大津―熊本間

について、去る１月14日の都市計画決定によ

り、県が行う全ての手続が完了いたしまし

た。引き続き、来年度からの新規事業化に向

けて、しっかりと取り組んでまいります。 

 今後とも、九州をつなぐ幹線道路ネットワ

ークの整備を加速化させてまいります。 

 それでは、今定例会に提案しております土

木部関係の議案等について御説明いたしま

す。 

 今回提案しております議案は、令和元年度

２月補正予算関係議案５件、令和２年度当初

予算関係議案５件、条例等関係議案13件でご

ざいます。 

 まず、補正予算の概要について御説明いた

します。 

 去る１月30日に成立した国の補正予算であ

る安心と成長の未来を拓く総合経済対策につ

きましては、防災・減災、国土強靱化対策、

熊本地震からの復興に必要な経費として、熊

本高森線４車線化や未就学児等交通安全緊急

対策、災害公営住宅整備事業など、市町村を

含む県内への配分額が全国５位、九州１位と

いう結果でありました。 

 これもひとえに、委員皆様方の御支援と御

協力によるものであり、この場をおかりしま

して厚く御礼を申し上げます。 

 今回の補正予算につきましては、国の補正

予算への対応とあわせ、国庫内示による事業

費確定等に伴う補正を行った結果、12億

5,200万円余の増額補正をお願いしておりま

す。 

 また、49億4,500万円余の繰越明許費の追

加設定をお願いしております。 

 次に、令和２年度当初予算の概要について

御説明いたします。 

 令和２年度当初予算につきましては、知事

の改選期を迎えることから骨格予算となって

おります。 

 土木部の当初予算におきましては、人件費

などの義務的経費や県民生活への影響や緊急

性の観点から年度当初に事業に着手する必要

がある経費として、熊本地震関連や国土強靱

化関係経費を中心に計上し、総額646億7,800

万円余となっております。 

 次に、条例等議案につきましては、条例改

正４件、工事請負契約の締結２件、変更１

件、専決処分の報告及び承認５件、専決処分
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の報告１件の計13件の御審議をお願いしてお

ります。 

 また、その他報告事項といたしまして、熊

本県国土強靱化地域計画の充実に係る取組一

覧についてなど、４件について御報告させて

いただきます。 

 以上、総括的な御説明を申し上げました

が、詳細につきましては、担当課長から説明

いたしますので、御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

 

○緒方勇二委員長 引き続き、令和元年度補

正予算について、担当課長から説明をお願い

します。 

 

○野﨑監理課長 監理課でございます。 

 本日は、資料１の建設常任委員会説明資料

の令和元年度２月補正予算関係を１冊、資料

２の建設常任委員会説明資料(令和２年度当

初予算関係・条例等関係)を１冊、計２冊の

説明資料を準備しております。 

 また、その他報告としまして、４件を準備

しております。 

 それでは、お手元の資料１、建設常任委員

会説明資料(令和元年度２月補正予算関係)を

お願いいたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和元年度２月補正予算について御説明い

たします。 

 今回の補正予算は、国の補正予算への対応

及び国庫内示による事業費確定に伴う補正と

して、12億5,200万円余の増額補正を計上し

ております。 

 上の表２段目の今回補正額ですが、表左か

ら、一般会計の普通建設事業で、補助事業と

して、3,200万円余の増額、県単事業とし

て、２億7,700万円余の減額、直轄事業とし

て、10億7,700万円余の増額、災害復旧事業

で、補助事業として、８億2,900万円余の減

額、単県事業として、6,000万円の減額、直

轄事業として、20億9,700万円余の増額、こ

の結果、投資的経費としまして、20億4,000

万円余の増額となります。消費的経費としま

しては、４億5,200万円余を減額しており、

一般会計としまして、15億8,700万円余の増

額となります。 

 右側の特別会計では３億3,400万円余の減

額となります。 

 各課別の内訳につきましては、その下の表

のとおりとなっております。 

 次に、２ページをお願いいたします。 

 令和元年度２月補正予算総括表でございま

す。 

 一般会計及び特別会計ごとに、各課ごとの

補正額とともに、右側に今回補正額の財源内

訳を記載しております。 

 今回補正額の財源内訳が、最下段をごらん

ください。国庫支出金が４億700万円余の減

額、地方債が28億7,800万円の増額、その他

が６億6,900万円余の減額、一般財源が５億

4,800万円余の減額でございます。 

 なお、今回の補正予算は、国庫内示による

事業費確定等に伴う補正が12億6,600万円余

の減額、国の安心と成長の未来を拓く総合経

済対策への対応等が139億2,000万円余の増額

となっており、差し引き12億5,200万円余の

増額となっております。 

 以上が土木部２月補正予算の状況でござい

ます。 

 次に、監理課の補正予算について御説明い

たします。 

 ３ページをお願いいたします。 

 このページ以降、各課の補正予算の詳細を

記載しております。 

 表左から４列目の補正額について御説明い

たします。 

 なお、表２段目の職員給与費につきまして

は、職員給与費または事業費の職員給与費と

して、全ての課に出てまいりますので、監理

課から説明させていただき、各課からの説明
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は割愛させていただきます。 

 職員の給与費は、当初予算では、前年度末

の退職予定者を除く在職職員で年間所要額を

予算計上しているため、今回の予算では、平

成31年４月１日以降の人事異動、組織見直し

等による変動に伴う増減を計上しておりま

す。 

 監理課関係分といたしまして、3,900万円

余の増額でございます。 

 なお、記載はしておりませんが、土木部全

体の職員給与費は、今回、2,700万円余の増

額となり、総額61億6,400万円余となりま

す。 

 次に、３段目の管理事務費でございます

が、１億4,800万円余の減額でございます。

これは、右の説明欄記載のとおり、都道府県

や市町村からの派遣職員の人件費に係る負担

金でございます。いずれも、所要額の確定に

伴い、増額または減額となっております。 

 熊本地震に係る都道府県派遣職員負担金に

ついては、当初予算において平成30年度の派

遣人数をもとに計上を行っていることから、

２月補正予算において実際の派遣人数の所要

額を算定し、１億8,300万円余の減額となっ

ております。 

 以降、各課においても、熊本地震関連に伴

う都道府県及び市町村からの派遣職員の人件

費に係る負担金は、同様の所要額にあわせ計

上しておりますので、各課からの説明は割愛

させていただきます。 

 なお、記載はしておりませんが、土木部全

体で１億8,100万円余の減額となります。 

 次に、６段目、建設産業支援事業費でござ

いますが、450万円余を減額しております。

これは、従業員に対して認定訓練を実施する

業者への補助金実績に伴う減額です。 

 なお、監理課の補正といたしまして、表左

から４列目最下段のとおり、１億1,300万円

余の減額となります。 

 この結果、補正後の予算総額は、表左から

５列目最下段のとおり、９億7,800万円余と

なります。 

 監理課からの説明は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○馬場用地対策課長 用地対策課でございま

す。 

 説明資料の５ページをお願いいたします。 

 まず、一般会計です。 

 ３段目の収用委員会費につきましては、収

用委員会の運営に要する委員報酬や不動産鑑

定、物件調査等の費用を計上しております

が、見込んでおりました事業の裁決申請がな

かったことなどから、不用となる物件調査費

用など、1,100万円余を減額するものです。 

 一般会計の補正総額は、最下段補正額欄の

とおり、合計で1,300万円余の減額となり、

補正後の予算総額は、8,900万円余となりま

す。 

 続きまして、６ページをお願いいたしま

す。 

 用地先行取得事業特別会計です。 

 １段目の元金及び２段目の利子につきまし

ては、熊本天草幹線道路・本渡道路、県道熊

本高森線の２つの事業に係る起債償還元金及

び利子を計上しておりますが、本年度の執行

額が確定いたしまして、不用となる元金３億

9,800万円、利子600万円余を減額するもので

す。 

 最下段補正額欄に記載のとおり、合計で４

億400万円余の減額となり、補正後の予算総

額は、８億7,300万円余となります。 

 用地対策課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○亀崎道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 ９ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算に計上しております予算の

うち、主なものについて御説明いたします。 
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 上から３段目の国直轄事業負担金でござい

ますが、表左から４列目のとおり、３億

4,500万円余の増額となっております。 

 表右側の説明欄をごらんください。 

 内訳としまして、通常分として、国の事業

費確定に伴う県負担金3,300万円余の減、国

補正分として、南九州西回り自動車道等の整

備に伴う県負担金３億7,900万円余の増でご

ざいます。 

 次に、下から３段目の道路改築費でござい

ますが、５億700万円の増額となっておりま

す。これは、右側説明欄のとおり、国補正分

として、国道324号・本渡道路の整備を行う

ものでございます。 

 最下段の地域道路改築費でございますが、

24億9,300万円余の増額となっております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 内訳としまして、通常分として、国庫内示

による事業費の確定に伴い、２億2,300万円

余の減、国補正分として、国道445号ほか７

カ所、県道新八代停車場線ほか31カ所につき

まして27億1,700万円の増でございます。 

 10ページをお願いします。 

 ２段目の道路施設保全改築費の橋りょう補

修分でございますが、表左から４列目のとお

り、７億8,000万円の増額となっておりま

す。これは、右側説明欄のとおり、国補正分

として、国道501号の宮崎橋ほか46カ所の補

修を行うものです。 

 以上により、道路整備課の補正といたしま

して、表左から４列目最下段のとおり、41億

4,400万円余の増となります。 

 この結果、補正後の予算総額は、表左から

５列目最下段のとおり、348億1,300万円余と

なります。 

 道路整備課からは以上です。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○吉ケ嶋道路保全課長 道路保全課でござい

ます。 

 11ページをお願いいたします。 

 下から２段目の道路施設保全改築費でござ

いますが、表左から４列目のとおり、８億

8,600万円余の増額となっております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 通常分といたしまして、国庫内示による事

業費確定に伴う22億3,900万円余の減、国補

正分といたしまして、道路施設保全改築費に

おいて、国道445号ほか80カ所について28億

9,400万円余、未就学児等交通安全緊急対策

事業費におきまして、八代鏡宇土線ほか63カ

所について２億3,000万円余の増となってお

ります。 

 以上、道路保全課の補正といたしまして、

表左から４列目最下段のとおり、９億1,400

万円余の増となります。 

 この結果、補正後の予算総額は、表左から

５列目最下段のとおり、209億1,400万円余と

なります。 

 道路保全課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○坂井都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 13ページをお願いします。 

 下から４段目、都市計画調査費でございま

すが、これは、事業費確定に伴う減でござい

ます。 

 14ページをお願いします。 

 上から２段目の街路整備事業費でございま

すが、表左から４列目のとおり、６億7,200

万円余の減額を計上しております。 

 内訳としては、右側説明欄のとおり、通常

分として、国庫内示による事業費の確定に伴

い、15億5,400万円余の減額、国補正分とし

て、８億8,100万円余の増額を計上しており

ます。これは、都市計画道路益城中央線など

街路整備に要する経費でございます。 

 次に、上から４段目の都市公園整備事業費

でございますが、表左から４列目のとおり、
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5,000万円余の増額を計上しております。 

 内訳といたしまして、右側説明欄のとお

り、国補正分として、5,000万円余の増額を

計上しております。これは、県民総合運動公

園の広域防災拠点機能の強化に要する経費で

ございます。 

 以上、都市計画課の補正といたしまして、

表左から４列目最下段のとおり、６億1,600

万円余の減額となります。 

 この結果、都市計画課の補正後の予算総額

は、表左から５列目最下段のとおり、83億

5,000万円余となります。 

 また、今回、債務負担行為の設定をお願い

しております。 

 14ページをお願いいたします。 

 上から４段目の都市公園整備事業費の右側

説明欄でございますが、鞠智城のＰＲ活動に

係る債務負担行為の設定をお願いしておりま

す。 

 都市計画課は以上でございます。 

 

○渡辺下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 下水環境課は、一般会計と流域下水道事業

特別会計に分かれておりますので、まず、一

般会計から主なものについて御説明いたしま

す。 

 15ページをお願いいたします。 

 上から２段目の一般廃棄物等対策費でござ

いますが、表左から４列目のとおり、2,400

万円余の減となっております。これは、表右

側説明欄のとおり、通常分として、浄化槽整

備事業の事業費確定に伴い、2,900万円余の

減、国補正分として、浄化槽法改正に対応す

るため、浄化槽台帳管理システムの改修費に

ついて500万円を計上しております。 

 次に、上から５段目の団体営農業集落排水

事業費及び上から７段目の漁業集落環境整備

事業費でございますが、表左から４列目のと

おり、それぞれ１億500万円余の減及び１億

7,300万円余の減となっております。これ

は、いずれも、表右側説明欄のとおり、国庫

内示による事業費の確定に伴うものでござい

ます。 

 以上、下水環境課の一般会計の補正といた

しまして、16ページ、表左から４列目最下段

のとおり、２億9,500万円余の減となりま

す。 

 この結果、下水環境課の補正後の予算総額

は、表左から５列目最下段のとおり、８億

8,000万円余となります。 

 続きまして、流域下水道事業特別会計につ

いて主なものを御説明いたします。 

 17ページをお願いいたします。 

 上から５段目の熊本北部流域下水道建設費

でございますが、表左から４列目のとおり、

400万円余の増となります。これは、表右側

説明欄のとおり、国補正分として、ポンプ場

の耐水対策を行うものでございます。 

 次に、最下段の球磨川上流流域下水道建設

費でございますが、表左から４列目のとお

り、4,700万円余の増となります。これは、

表右側説明欄のとおり、国補正分として、処

理場及びポンプ場の耐水対策を行うものでご

ざいます。 

 18ページをお願いいたします。 

 上から５段目の八代北部流域下水道建設費

でございますが、表左から４列目のとおり、

6,600万円余の増となります。これは、表右

側説明欄のとおり、国補正分として、処理場

及びポンプ場の耐水対策を行うものでござい

ます。 

 以上、流域下水道事業特別会計の補正とい

たしまして、18ページ、表左から４列目最下

段のとおり、１億400万円余の増となりま

す。 

 この結果、下水環境課の補正後の予算総額

は、表左から５列目最下段のとおり、38億

5,600万円余となります。 

 次に、債務負担行為の設定について御説明
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いたします。 

 恐れ入りますが、17ページをお願いいたし

ます。 

 上から３段目の熊本北部流域下水道管理費

の表右側説明欄をごらんください。 

 令和２年度からの公営企業会計適用による

会計システムについて、次年度当初から保守

点検に関する経費として、40万円余の債務負

担行為の設定をお願いするものです。 

 同じく、下から４段目の球磨川上流流域下

水道管理費、18ページの上から２段目の八代

北部流域下水道管理費につきましても、同様

に、それぞれ40万円余の債務負担行為の設定

をお願いしております。 

 下水環境課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○竹田河川課長 河川課でございます。 

 資料19ページをお願いいたします。 

 まず、４段目の国直轄事業負担金でござい

ますが、左から４列目のとおり、６億4,400

万円余の増となります。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 通常分としまして、国の事業費確定に伴う

7,000万円余の増、国補正分として、国の管

理する１級河川の白川ほか３河川について５

億7,400万円の増となります。 

 次に、下から３段目の国庫支出金返納金で

ございますが、800万円余を計上していま

す。これは、過年度に実施した国庫補助事業

の事業費確定に伴い、増加して受け入れた国

費を返納するものです。 

 次に、最下段の河川改修事業費でございま

すが、３億2,800万円余の増となります。 

 右側説明欄をごらんください。 

 通常分として、国庫内示による事業費の確

定に伴い、６億1,800万円余の減、国補正分

として、熊本市の井芹川ほか49カ所の河川内

の樹木伐採や土砂掘削、また、築堤等を行う

ほか、河川監視カメラ３基の設置について９

億4,700万円余の増となります。 

 20ページをお願いします。 

 最下段の海岸保全施設補修事業費でござい

ますが、2,400万円余の増となります。これ

は、右側説明欄に記載のとおり、通常分とし

て、国庫内示による事業費の確定に伴う600

万円余の減、国補正分として、上天草市の大

桜海岸について3,000万円余の増となりま

す。 

 資料21ページをお願いいたします。 

 上から３段目の直轄災害復旧事業負担金で

ございますが、20億9,700万円余の増となり

ます。これは、右側説明欄に記載のとおり、

通常分として、国の当初予算並びに令和元年

に発生した直轄災害復旧工事の事業費確定に

伴い、１億3,800万円余の増、国補正分とし

て、国道57号北側復旧ルート及び国道325号

阿蘇大橋ルートについて19億5,800万円余の

増となります。 

 以上、河川課の補正といたしまして、表左

から４列目最下段のとおり、15億6,500万円

余の増となります。 

 この結果、河川課の補正後の予算総額は、

表左から５列目の最下段のとおり、263億

2,100万円余となります。 

 河川課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○松永港湾課長 港湾課でございます。 

 23ページをお願いいたします。 

 港湾課には、一般会計と２つの特別会計が

ございます。 

 まず、一般会計の補正予算について御説明

いたします。 

 まず、下から３段目の重要港湾改修事業費

でございますが、表左から４列目のとおり、

１億600万円余の増となっております。これ

は、表右側説明欄のとおり、国庫内示による

事業費確定に伴うものです。 

 次に、下から２段目の海岸高潮対策事業費
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でございますが、1,800万円余の増となって

おります。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 通常分としまして、国庫内示による事業費

確定に伴い、5,200万円余の減、国補正予算

分としまして、三角港海岸ほか２海岸につい

て7,000万円余の増となっております。 

 次に、最下段の国直轄事業負担金でござい

ますが、２億6,800万円余の減となっており

ます。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 通常分としまして、国の事業費確定に伴

い、４億3,300万円余の減、国の補正予算分

としまして、八代港において、１億6,400万

円余の増となっております。これは、マイナ

ス14メーター航路のしゅんせつに要する費用

の増でございます。 

 24ページをお願いいたします。 

 １段目の単県港湾整備事業費でございます

が、表左から４列目のとおり、7,000万円余

の減となっております。これは、表右側説明

欄のとおり、八代港において、事業の一部が

国庫補助の採択を受けたことによるもので

す。 

 次に、２段目の港湾補修事業費でございま

すが、２億9,800万円余の減となっておりま

す。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 通常分としまして、国庫内示による事業費

確定に伴い、３億5,800万円余の減、国補正

予算分としまして、八代港において6,000万

円余の増となっております。これは、臨港道

路の交差点改良に要する費用でございます。 

 次に、下から４段目の港湾整備事業特別会

計繰出金でございますが、特別会計の事業費

確定に伴い、3,400万円余の減となっており

ます。 

 以上、港湾課の一般会計の補正といたしま

して、最下段左から３列目のとおり、５億

1,700万円余の減となっております。 

 この結果、港湾課の一般会計の補正後の予

算総額は、最下段の左から４列目のとおり、

81億9,500万円余となります。 

 続きまして、25ページをお願いいたしま

す。 

 港湾整備事業特別会計の補正予算について

御説明いたします。 

 まず、２段目の施設管理費でございます

が、表左から４列目のとおり、2,100万円余

の減となっております。これは、表右側説明

欄のとおり、施設管理諸費(経常分)などの減

でございます。 

 次に、下から２段目の公債費でございます

が、1,300万円余の減となっております。こ

れは、下から３段目の表右側説明欄のとお

り、利率の確定に伴う起債償還利子の減でご

ざいます。 

 以上、港湾整備事業特別会計の補正といた

しまして、最下段の左から３列目のとおり、

3,400万円余の減となります。 

 この結果、補正後の予算総額は、最下段の

左から４列目のとおり、34億2,400万円余と

なります。 

 26ページをお願いいたします。 

 続きまして、臨海工業用地造成事業特別会

計について御説明いたします。 

 ２段目の漁業振興費でございます。予算額

に変更はありませんが、表右側説明欄のとお

り、財源更正を行っております。 

 25ページにお戻りください。 

 今回、港湾整備事業特別会計におきまして

債務負担行為の設定をお願いしております。 

 ２段目の施設管理費の表右側説明欄をごら

んください。 

 令和２年度の港湾管理事務所等における清

掃、浄化槽などの庁舎管理業務に係る債務負

担行為の設定につきまして、一般競争入札が

必要となるため、さきの11月議会で承認いた

だきました分6,200万円余に対し、今回、一

般競争入札とならない分1,200万円余の追加
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をお願いするもので、補正後の額は、7,500

万円余となります。これは、令和２年４月１

日から委託を開始するため、年度内に契約手

続を進めるために債務負担行為を必要とする

ものでございます。 

 港湾課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○中山砂防課長 砂防課でございます。 

 27ページをお願いします。 

 ６段目の地すべり対策事業費でございます

が、表左から４列目の補正額の欄のとおり、

１億5,200万円余の増となっております。 

 表の段の説明欄をごらんください。 

 通常分といたしまして、国庫内示による事

業費の確定に伴い、7,500万円余の減、国補

正分といたしまして、益城町の川内田地区ほ

か５カ所について２億2,700万円余の増とな

っております。これは、地すべり災害防止の

ための地下水排除施設等の整備を行うもので

ございます。 

 28ページをお願いいたします。 

 ５段目の国直轄事業負担金でございます

が、３億5,500万円余の増となっておりま

す。通常分としまして、国の事業費確定に伴

い、3,400万円余の増、国補正分は３億2,000

万円余の増で、川辺川流域及び阿蘇地域にお

いて砂防堰堤等の整備を行うものです。 

 次に、最下段の砂防激甚災害対策特別緊急

事業費でございますが、15億9,600万円余の

減となっております。これは、平成29年度予

算において計上しておりました事業のうち、

平成30年度中に工事の契約ができないものに

ついては、県予算上事故繰越ができないこと

から、令和元年度予算としてつけかえていた

ものですが、平成30年度内契約に向け最大限

努力した結果、全て契約ができたため、減額

するものでございます。 

 29ページをお願いいたします。 

 最上段の火山砂防事業費でございますが、

14億3,400万円余の減となっております。通

常分としまして、国庫内示による事業費の確

定に伴い、17億2,000万円余の減、国補正分

といたしまして、水俣市の上初野川ほか６カ

所について２億8,500万円余の増となってお

ります。これは、火山地域における土石流災

害防止のための砂防堰堤等の整備を行うもの

です。 

 次に、３段目の土砂災害警戒避難対策事業

費でございますが、４億9,800万円余の減と

なっております。通常分としまして、国庫内

示による事業費の確定に伴い、土砂災害警戒

避難対策事業で４億800万円余の減、また、

事業費の確定に伴う危険地区からの移転促進

事業費の9,000万円の減額でございます。 

 以上、砂防課の補正といたしまして、表左

から４列目最下段のとおり、30億8,700万円

余の減となります。 

 この結果、砂防課の補正後の予算総額は、

表左から５列目最下段のとおり、101億3,400

万円余となります。 

 砂防課からは以上でございます。 

 

○松野建築課長 建築課でございます。 

 30ページをお願いいたします。 

 ６段目の建築基準行政費でございますが、

表左から４列目のとおり、２億200万円余の

減額となっております。これは、事業費確定

及び財源更正に伴うものでございます。 

 次に、７段目のがけ地近接等危険住宅移転

事業費でございますが、表左から４列目のと

おり、1,600万円余の減額になっておりま

す。これも、事業費確定に伴うものでござい

ます。 

 以上、建築課の補正といたしまして、表左

から４列目最下段のとおり、２億2,900万円

余の減額となります。 

 この結果、建築課の補正後の予算額は、表

左から５列目最下段のとおり、５億4,500万

円余となります。 
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 建築課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○小路永営繕課長 営繕課でございます。 

 31ページをお願いいたします。 

 ３段目の営繕管理費でございますが、表左

から４列目のとおり、6,000万円余の減額と

なっております。これは、事業費確定及び財

源更正に伴うものでございます。 

 以上、営繕課の補正といたしまして、表左

から４列目最下段のとおり、6,000万円余の

減額となります。 

 この結果、営繕課の補正後の予算総額は、

表左から５列目最下段のとおり、５億9,100

万円余となります。 

 営繕課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○原井住宅課長 住宅課でございます。 

 32ページをお願いします。 

 下から６段目の公営住宅ストック総合改善

事業費でございますが、表左から４列目のと

おり、3,300万円余の減となっております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

これは、国庫内示による事業費確定に伴う

減でございます。 

 下から４段目の高齢者向け優良賃貸住宅供

給促進事業費でございますが、表左から４列

目のとおり、4,300万円余の減となっており

ます。 

 表右側説明欄をごらんください。 

これは、事業費確定に伴う減でございま

す。 

 以上、住宅課の補正といたしまして、表左

から４列目最下段のとおり、１億1,900万円

余の減となります。 

 この結果、住宅課の補正後の予算総額は、

表左から５列目の最下段のとおり、18億

9,400万円余となります。 

 住宅課からは以上でございます。 

 

○野﨑監理課長 監理課でございます。 

 33ページをお願いいたします。 

 令和元年度繰越明許費でございます。 

 繰越明許費については、表左から３列目の

既設定金額の最下段のとおり、664億5,400万

円の承認をいただいております。今回、表左

から４列目の追加設定額として、１の一般会

計として、48億2,500万円余、４の流域下水

道特別会計として、１億1,900万円余、一般

会計及び特別会計を合わせ、49億4,500万円

余の設定をお願いしております。 追加後の

設定額は、713億9,900万円余となります。 

 なお、熊本地震後の状況といたしまして

は、平成29年度が設定額813億5,800万円余、

平成30年度が736億8,200万円余であり、それ

ぞれ99億5,900万円余の減額、22億8,300万円

余の減額でございます。傾向としては、減

額、減少傾向となっております。 

 繰り越しにつきましては、事業の進捗管理

と効率的な執行を図るとともに、適正工期の

確保等、適切に運用してまいります。 

 監理課からは以上でございます。 

 

○緒方勇二委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 質疑はありませんか。 

 

○前田憲秀委員 17ページ、18ページで下水

道管理のところで、全体的にもちょっと言え

るんですけれども、例えば、ポンプ場の耐水

対策、これは、例えば、17ページでは、熊本

北部流域、そして球磨川上流、18ページのほ

うでは、八代北部流域とありますけれども、

大体この耐用年数も迎えて必要な額を要望は

されているんだと思うんですが、どれぐらい

これは補正で認められるものなんでしょう

か。そういう聞き方でわかりますかね。100

お願いをして、例えば、78とかそういうイメ
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ージがあるんですけれども。 

 

○渡辺下水環境課長 今回、補正でお願いい

たしておりますのは、施設の耐水化に要する

経費でございます。これは、昨年、台風19号

において、長野県ほかで大きな浸水被害を受

け、その中で、下水処理場においても被害を

受けたところでございます。これを受けまし

て、これまで施設の強靱化につきましては耐

震対策などを行ってきたところでございます

が、施設の耐水化、いわゆる扉を防水性を持

った扉にかえるなどの整備を行う経費として

補正を計上しているものでございます。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 わかりました。 

 大体要望どおりというイメージでよろしい

んですかね。 

 

○渡辺下水環境課長 今回計上しております

補正予算につきましては、国のほうから満額

内示をいただいております。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 以上です。 

 

○緒方勇二委員長 よろしいですか。 

 

○前田憲秀委員 はい。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○吉永和世委員 先ほど部長からの挨拶にも

ございましたけれども、今回の補正予算、九

州で第１位というお話で、大変御尽力いただ

いたんで、大変心から感謝申し上げたいとい

うふうに思いました。 

 県民にとっても、熊本の安全、安心づくり

においても、大変ありがたい話だと思います

し、ただ、今、年度末ということで、現場の

ほうも大変人手不足等もあって大変な状況な

んだろうなというふうに思いますけれども、

これ、発注する時期となると非常に難しいの

かなという部分もあるのかなと思うんです

が、できれば、早い発注のほうが一番いいと

思うんですけれども、その点はどういうふう

に考えていらっしゃいますか。 

 

○野﨑監理課長 今回の補正予算に関しまし

ては、できるだけの早い発注を考えておりま

すが、今各発注機関に照会をかけて、この補

正予算、議決されたら速やかに発注できるも

のがどれだけかというのを調査しているとこ

ろでございます。 

 それから、発注に関しまして、まず、年度

明けて早々に発注すべきもの、繰越事業に関

して、まず第一に発注しろという方向で、今

現在、各発注機関には、今度の出先機関長会

議等で土木部長からしっかりと御指示がある

かと、こういうふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○吉永和世委員 しっかり対応いただいてい

るということで、ありがたいと思いますが、

発注したわ、落札できないわというか、そう

いったことがないようにぜひよろしくお願い

したいと思います。 

 

○緒方勇二委員長 よろしいですか。 

 

○吉永和世委員 はい。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○小早川宗弘委員 先ほどちょっと１回、開

会前に議長のほうにクルーズ船のほう等につ

いてお話を伺っていたんですけれども、ちょ

うどこの総括説明の中にもありますけれど
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も、クルーズ船の状況をちょっと教えていた

だきたいなというふうに思いますけれども、

今八代港はクルーズ拠点というふうなこと

で、ずっと整備を図って私たちも楽しみにし

ていたんですけれども、世界的にコロナウイ

ルスが発生したというふうなことで、特に、

横浜港のほうでもダイヤモンド・プリンセス

号、これは八代に３年前に入港しているんで

すね。ああいう状況になって、非常にクルー

ズ船といえば、もう国内が非常に敏感になっ

ているというふうな状況になってきておりま

す。 

 くまモンポート八代も２月29日の式典とか

も一旦中止というふうなこと、３月には４隻

入る予定だったのが２隻がキャンセルといっ

たことで、今後、その２隻があと入港予定と

いうふうなことで、最新情報があればその最

新情報と、あと、県として、どういったふう

にクルーズ船を、コロナウイルスがおさまる

までは警戒態勢でおらんといかぬと思うとで

すよね。その辺のところをわかる範囲で今の

方針をちょっと教えていただきたいと思いま

す。 

 

○松永港湾課長 ３月の残り２隻のクルーズ

船の予約につきましては、現在、船舶代理店

を通じて船会社のほうに確認している状況で

す。現時点では、キャンセルの連絡は入って

いない状況でございます。船会社において、

寄港について、いつの時点で決定されるかと

いうのは不明でございますが、決定された時

点で直ちに連絡するように伝えてあります。

九州においては、現在のところ、乗客が乗船

して入港する外国船はないという状況である

ため、同様に、八代港の寄港についても、今

後、予約がキャンセルになる可能性は高いと

考えています。 

 以上、クルーズ船の寄港の状況については

こういった状況でございます。 

 続きまして、クルーズ船も含めた八代港に

おける水際対策につきましては、県や国の出

入国管理、検疫、海上保安部、そして県保健

所、警察、八代市、これに加えて、八代港の

港湾事業者、船舶代理店が出席して、２月４

日に開催した八代港港湾保安委員会におい

て、水際対策を徹底するよう、現状及び具体

的な対応について確認をしております。 

 今後も引き続き、情報収集しながら、関係

機関と連携して水際対策の徹底を図っていき

たいと考えております。 

 以上でございます。 

 

○小早川宗弘委員 あとの２隻というのは情

報待ちというふうなことでありますけれど

も、寄港するということになると相当地域と

しても敏感になるだろう、エネルギーが必

要、諸外国の人にとっても、クルーズ船に乗

ること自体が非常にリスクが、これは、国内

の人、海外の人も含めて非常に今は敏感にな

っとる時期だもんですから、こっちからもう

常に情報を、どうですか、どうですかという

ふうなことは聞いていく、待っとるとではな

くて、常にやっぱり情報を船会社のほうにも

問い合わせて、これは毎日でもよかと思いま

すね。待っとる状況というよりか、船が出航

すること自体、やっぱり危険ですよというふ

うなことは、警鐘は――また、寄港するにし

ても法律の問題もあるかもしれませんけれど

も、非常に寄港するにしても、なかなか国内

では対応ができかねるというふうなことはや

っぱり言っていくべきではないかなというふ

うに思いますので、そういったことも要望し

てお願いしたいというふうに思います。 

 以上です。 

 

○緒方勇二委員長 要望でよろしいですね。 

 

○小早川宗弘委員 はい。 

 

○吉永和世委員 水際対策はしっかりやって
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いただきたいというふうに思います。その上

で、乗客が乗っていない、クルーだけの船と

いうのも確かにあると思うんですよ。そうい

った面に対しては、やっぱりもうだめですよ

ということではなくて、しっかりとやっぱり

今後考えた中で、きちんとした対応をしてい

くべきだというふうに思いますので、ただ水

際対策をやるためにだめだと、そういったこ

とはちょっといかがかなというふうに思いま

すので、そこら辺、しっかりと対応いただけ

ればなというふうに思います。これは要望で

結構です。 

 食料とか水とか補給しないと、やっぱり船

はだめなんですね。そこら辺の、ただ、その

目的のための入港となると対応はできるはず

だと私は思いますので、そこら辺しっかりと

検討していただければと思います。 

 

○松永港湾課長 吉永委員の御指摘のとおり

で、今九州内でも乗客が乗っていなくて入港

すると。これは乗組員だけの入港で、それ

は、やっぱり委員がおっしゃったとおり、食

料とか生活物資、乗組員のそういったものに

ついて補給をするということが一番のメーン

でございますので、それについては、九州の

各港の状況も踏まえながら、しっかりと対応

していきたいと考えております。 

 

○吉永和世委員 よろしくお願いします。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑はありません

か。――ありませんか。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 なければ、以上で質疑を

終了します。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第１号、第４号から第６号及

び第11号について、一括して採決したいと思

いますが、御異議ありませんか。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外４件について、原案のとおり

可決することに御異議ありませんか。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外４件は、原案のとおり

可決することに決定いたしました。 

 次に、令和２年度当初予算及びその他の議

案について、担当課長から説明をお願いしま

す。 

 

○野﨑監理課長 監理課でございます。 

 資料の２、建設常任委員会説明資料(令和

２年度当初予算関係・条例等関係)をお願い

いたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和２年度の当初予算でございます。 

 令和２年度当初予算につきましては、知事

の改選期を迎えることから骨格予算となって

おり、人件費など義務的経費や県民生活への

影響や緊急性の観点で、年度当初からの事業

に着手する必要がある経費を中心に計上して

おります。 

 結果、熊本地震関連や国土強靱化関連経費

を中心に、土木部の当初予算総額は、上の表

１段目の右端の合計欄に記載しておりますと

おり、646億7,800万円余となっております。

対前年比65.09％でございます。 

 内訳といたしまして、表左から一般会計の

普通建設事業で、補助事業として338億7,600

万円余、県単事業として98億8,000万円余、

災害復旧事業で、補助事業として12億3,500

万円余、県単事業として２億円、この結果、

投資的経費計としまして451億9,100万円余と

なります。消費的経費としましては93億

6,400万円余、一般会計計としまして545億

5,500万円余となります。 

 右側の特別会計等計で101億2,300万円余と

なります。 
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 各課別の内訳につきましては、その下の表

のとおりとなっております。 

 次に、２ページをお願いいたします。 

 令和２年度当初予算総括表でございます。 

 一般会計及び特別会計等ごとに、各課ごと

の予算額とともに、右側に財源内訳を記載し

ております。 

 今回補正額の財源内訳の最下段をごらんく

ださい。 

 国庫支出金が192億2,800万円余、地方債が

241億6,900万円、その他が126億300万円余、

一般会計が86億7,700万円余でございます。 

 以上が土木部の令和２年度当初予算の状況

でございます。 

 次に、３ページをお願いいたします。 

 このページ以降、各課の予算の詳細を記載

しております。 

 右側の説明欄には、通常、熊本地震関連及

び国土強靱化と分けて内容を記載しておりま

す。 

 それでは、監理課の予算につきまして、主

なものを御説明いたします。 

 ２段目の職員給与費でございますが、職員

給与費につきましては、２月補正予算と同様

に、職員給与費または事業費の職員給与費と

して全ての課に出てまいりますので、監理課

から説明させていただき、各課の説明は割愛

させていただきます。 

 職員の給与費は、当初予算では、本年度末

の退職予定者を除く在職職員で年間所要額を

計算し、計上をしております。監理課分とし

ましては、表左から３列目の本年度当初予算

額欄のとおり、４億3,700万円余を計上して

おります。 

 なお、記載はしておりませんが、土木部全

体の職員給与費は、59億6,800万円余を計上

しております。 

 次に、３段目の土木業務推進費でございま

す。300万円余を計上しております。これ

は、土木部内における政策調整に要する経費

でございます。 

 次に、４段目の管理事務費でございます

が、6,900万円余を計上しております。主な

ものとしましては、熊本地震関連で、県外及

び県内市町村から派遣職員の人件費に係る負

担金を計上しております。 

 以降、本負担金については、関係各課同様

に所要額を計上しておりますので、各課から

の説明は割愛させていただきます。 

 なお、記載はしておりませんが、派遣職員

人件費負担金は、土木部全体で8,500万円余

を計上しております。 

 次に、５段目、建設統計調査費でございま

す。100万円余を計上してございます。 これ

は、国土交通省から受託して行う建設関係の

統計調査に要する経費でございます。 

 次に、６段目、公物・公告物管理指導費で

ございますが、6,400万円余を計上しており

ます。これは、各広域本部、地域振興局、土

木部所管の公物・公告物管理指導に要する経

費でございます。 

 次に、７段目の土木行政情報システム費で

ございますが、１億600万円余を計上してご

ざいます。これは、ＣＡＬＳ／ＥＣ事業、電

子入札システムに要する経費でございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 １段目の建設業関係審議会費でございます

が、69万円余を計上しております。これは、

建設業関係審議会、入札監視委員会等に要す

る事務費でございます。 

 次に、２段目、建設産業支援事業費でござ

います。3,600万円余を計上しております。

これは、将来の建設産業を支える人材の確

保、育成を支援するもので、主なものとし

て、建設産業のＰＲを行う「建設産業の力」

発信に要する経費、若手技術者の人材育成支

援に要する経費、若手人材確保の支援に要す

る経費等となっております。 

 以上、監理課の予算は、表左から３列目最

下段のとおり、７億4,400万円余でございま
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す。 

 監理課からの説明は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○馬場用地対策課長 用地対策課でございま

す。 

 説明資料の５ページをお願いいたします。 

 まず、一般会計です。主なものを御説明申

し上げます。 

 ３段目の収用委員会費2,500万円余を計上

しております。これは、説明欄のとおり、収

用委員の報酬と収用委員会が実施します物件

調査や委員会開催などの委員会運営に要する

経費でございます。最下段のとおり、一般会

計合計で9,600万円余を計上しております。 

 続きまして、６ページをお願いいたしま

す。 

 用地先行取得事業特別会計です。 

 熊本天草幹線道路・本渡道路と県道熊本高

森線４車線化の事業で活用しております。 

 １段目の街路事業費は、県道熊本高森線の

用地補償費として、４億円を計上しておりま

す。 

 また、４段目の元金は、令和元年度までの

起債償還元金として、８億3,800万円余を、

５段目の利子は、償還利子としまして、100

万円余、合わせまして、公債費としまして、

８億4,000万円余を計上しております。 

 最下段のとおり、特別会計合計で12億

4,000万円余を計上しております。 

 用地対策課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○勝又土木技術管理課長 土木技術管理課で

ございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 まず、３段目の土木業務推進費でございま

すが、表左から３列目のとおり、1,600万円

余となっております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 土木部職員の技術力向上を図るための研修

費負担金と県内建設技術者に対します建設事

業に関する技術等の習得に向けた研修委託費

でございます。 

 次に、５段目の土木行政情報システム費で

ございますが、表左から３列目のとおり、

3,500万円余となっております。表右側の説

明欄にありますように、工事費算定に必要な

土木積算システムや工事進行管理、電子納品

保管管理などのＣＡＬＳ／ＥＣ事業に要する

費用等でございます。 

 以上、土木技術管理課の令和２年度当初予

算総額は、表左から３列目最下段のとおり、

１億8,000万円余となります。 

 土木技術管理課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○亀崎道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 令和２年度当初予算に計上しております予

算のうち、主なものについて御説明いたしま

す。 

 ９ページをお願いします。 

 下から３段目の道路改築費でございます

が、表左から３列目のとおり、51億9,700万

円を計上しております。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 通常分としまして、熊本天草幹線道路の国

道324号・本渡道路及び国道266号・大矢野道

路の整備を予定しております。 

 次に、下から２段目の単県道路改築費でご

ざいますが、２億8,200万円余を計上してお

ります。これは、右側説明欄のとおり、通常

分としまして、県道清和砥用線ほか23カ所の

整備を予定しております。 

 次に、最下段の地域道路改築費でございま

すが、91億2,700万円余を計上しておりま

す。 

 表右側の説明欄をお願いします。 

 通常分としまして、国道443号ほか７カ
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所、県道水俣港大黒町線ほか45カ所につきま

して42億6,700万円余でございます。また、

熊本地震関連としまして、国道325号につい

て５億7,600万円、国土強靱化分として、国

道388号ほか２カ所、県道玉名立花線ほか65

カ所について42億8,400万円でございます。 

 続きまして、10ページをお願いします。 

 ３段目の道路施設保全改築費の橋りょう補

修分でございますが、表左から３列目のとお

り、15億3,800万円余を計上しております。 

 表右側の説明欄をごらんください。 

 通常分としまして、県道坂本人吉線の川口

橋ほか21カ所について５億8,800万円余、熊

本地震関連としまして、国道218号の上司尾

橋ほか１カ所について１億7,000万円、国土

強靱化分として、県道熊本益城大津線の空港

大橋ほか10カ所について７億8,000万円でご

ざいます。 

 次に、上から７段目の地方道路整備臨時貸

付金元金ですが、２億7,600万円余を計上し

ております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 これは、道路事業の地方負担の一般財源を

対象として、平成20年度から平成24年度に無

利子で借り入れた分の償還金でございます。 

 以上、道路整備課の令和２年度当初予算額

は、表左から３列目最下段のとおり、167億

2,000万円余となります。 

 最後に、今回、債務負担行為の設定をお願

いしております。 

 恐れ入りますが、９ページにお戻り願いま

す。 

 下から３段目の道路改築費の右側説明欄を

ごらんください。 

 国道324号・本渡道路の第二天草瀬戸大橋

の上部工などの工事について、債務負担行為

の設定をお願いしておるところでございま

す。 

 道路整備課は以上です。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○吉ケ嶋道路保全課長 道路保全課でござい

ます。 

 11ページをお願いいたします。 

 上から３段目の道路管理費でございます

が、表左から３列目のとおり、1,800万円余

となっております。これは、表右側説明欄の

とおり、道路損害賠償責任保険、道路台帳補

正等に要する経費でございます。 

 次に、最下段の単県道路災害防除費は、小

規模な落石対策などの防災工事を行うもの

で、表右側説明欄のとおり、熊本地震関連の

6,000万円余を計上しております。 

 次に、12ページをお願いいたします。 

 １段目の単県道路修繕費でございますが、

表左から３列目のとおり、23億600万円余と

なっております。これは、表右側説明欄に記

載のとおり、道路パトロール等を行う単県道

路維持修繕費、街路樹の剪定、除草を行う道

路美化対策事業費、道路施設の修繕等を行う

単県道路施設修繕費となっております。 

 ３段目の単県交通安全施設等整備事業費で

ございますが、表左から３列目のとおり、

5,000万円余となっております。これは、区

画線や防護柵などの交通安全施設を整備する

経費でございます。 

 最下段の道路舗装費でございますが、表左

から３列目のとおり、13億5,800万円余とな

っております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 通常分といたしまして、舗装補修事業、国

道387号ほか26カ所に６億1,300万円余など、

熊本地震関連といたしまして、舗装補修事

業、国道443号ほか６カ所に６億900万円余な

どとなっております。 

 13ページをお願いいたします。 

 道路施設保全改築費でございますが、表左

から３列目のとおり、46億9,400万円余とな

っております。 

 表右側説明欄をごらんください。 
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 通常分といたしまして、交通安全施設等整

備事業、国道219号ほか６カ所に５億9,200万

円余など、国土強靱化分といたしまして、道

路災害防除事業、国道389号ほか48カ所に22

億3,200万円余、交通安全施設等整備事業、

玉名八女線ほか37カ所に10億9,800万円余な

どとなっております。 

 以上、道路保全課の令和２年度当初予算総

額は、表左から３列目最下段のとおり、92億

5,000万円余となります。 

 道路保全課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○坂井都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 当初予算に計上しております予算のうち、

主なものについて御説明いたします。 

 15ページをお願いします。 

 上から２段目の景観整備推進費でございま

すが、表左から３列目のとおり、2,800万円

余を計上しております。 

 右側説明欄をごらんください。 

 これは、通常分といたしまして、緑化景観

対策や民間施設の緑化推進などを予定してお

ります。 

 次に、下から４段目の公園維持費でござい

ますが、表左から３列目のとおり、１億

9,200万円余を計上しております。 

 右側説明欄をごらんください。 

 これは、通常分といたしまして、テクノ中

央緑地や水俣広域公園などの指定管理者管理

委託費等を予定しております。 

 16ページをお願いいたします。 

 最上段の都市計画調査費でございますが、

表左から３列目のとおり、800万円余を計上

しております。 

 右側説明欄をごらんください。 

 これは、都市計画の決定、変更に向けた調

査検討に要する経費でございます。 

 次に、上から３段目の土地区画整理事業費

でございますが、表左から３列目のとおり、

20億8,100万円余を計上しております。 

 右側説明欄をごらんください。 

 これは、熊本地震関連といたしまして、益

城中央被災市街地復興土地区画整理に伴う文

化財や建物等の調査、建物等の移転補償、道

路や宅地の整備を予定しております。 

 次に、上から５段目の単県街路促進事業費

及び６段目の街路整備事業費でございます

が、ともに都市計画道路の整備を予定してお

ります。 

 まず、単県街路促進事業費でございます

が、表左から３列目のとおり、9,800万円余

を計上しております。熊本地震関連といたし

まして、益城中央線分を予定しております。 

 次に、６段目の街路整備事業費でございま

すが、表左から３列目のとおり、46億3,900

万円余を計上しております。 

 右側説明欄をごらんください。 

 通常分といたしまして、南部幹線ほか１カ

所に６億9,700万円余、熊本地震関連といた

しまして、益城中央線ほか１カ所、39億4,10

0万円余を計上しております。 

 下から２段目の都市公園整備事業費でござ

いますが、表左から３列目のとおり、4,600

万円余を計上しております。これは、鞠智城

ＰＲ事業に要する経費でございます。 

 次に、17ページをお願いいたします。 

 上から２段目の地方道路整備臨時貸付金元

金でございますが、表左から３列目のとお

り、2,900万円余を計上しております。 

 右側説明欄をごらんください。 

 これは、平成21年度から平成24年度に国か

ら無利子で借り入れた分の償還金でございま

す。 

 以上、都市計画課の令和２年度当初予算額

は、表左から３列目最下段のとおり、74億

1,900万円余となります。 

 都市計画課からは以上でございます。 

 よろしくお願いします。 
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○渡辺下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 下水環境課は、一般会計と流域下水道事業

会計に分かれておりますので、一般会計から

主なものについて御説明いたします。 

 19ページをお願いいたします。 

 上から４段目の一般廃棄物等対策費でござ

いますが、表左から３列目のとおり、１億

9,000万円余を計上しております。これは、

表右側説明欄のとおり、浄化槽整備事業の通

常分といたしまして、１億6,600万円余、熊

本地震関連分といたしまして、2,200万円余

などでございますが、これは、主に浄化槽の

設置者に補助を行う市町村に助成を行うもの

でございます。 

 20ページをお願いいたします。 

 上から３段目の団体営農業集落排水事業費

でございますが、表左から３列目のとおり、

１億5,600万円余、上から７段目の漁業集落

環境整備事業費では、１億3,200万円余を計

上しております。これは、市町村が実施する

事業に対する国からの交付金を一旦県が受け

入れ、再交付する間接補助に要する経費でご

ざいます。 

 21ページをお願いいたします。 

 上から５段目の流域下水道事業会計繰出金

でございますが、表左から３列目のとおり、

３億1,800万円余を計上しております。これ

は、流域下水道事業会計への公債費などの財

源充当のための繰出金でございます。 

 以上、下水環境課の一般会計の予算総額

は、21ページ、表左から３列目最下段のとお

り、９億8,400万円余でございます。 

 続きまして、流域下水道事業会計の主なも

のについて御説明いたします。 

 22ページをお願いいたします。 

 流域下水道事業は、令和２年度から公営企

業会計を適用した会計を実施しますので、そ

れに合わせた予算となっております。 

 本県では、３つの流域下水道を管理運営し

ておりますが、まず、熊本市、合志市、菊陽

町を対象とする熊本北部流域下水道事業でご

ざいます。 

 上から１段目の熊本北部流域下水道管理費

でございますが、表左から３列目のとおり、

23億1,500万円余を計上しております。これ

は、下水処理を行うための指定管理者への委

託料などの管理費でございます。 

 なお、前年度に比べ、大幅に増加しており

ますが、公営企業会計を適用することによ

り、減価償却費などを計上したためでござい

ます。減価償却費とは、長期間にわたって使

用される固定資産を対象に、取得に要した支

出をその資産が使用できる期間にわたって分

割して費用とする会計処理でございます。 

 なお、減価償却費に相当する現金の支出は

ございません。 

 次に、資本的支出の熊本北部流域下水道建

設費について御説明いたします。 

 下から２段目の管路施設等建設改良費でご

ざいますが、表左から３列目のとおり、４億

2,200万円余を計上しております。これは、

令和元年度からの自家発電設備等改築工事に

係る債務工事などに要する費用でございま

す。 

 23ページをお願いいたします。 

 あさぎり町など、上球磨４町１村を対象と

する球磨川上流流域下水道事業でございま

す。 

 上から１段目の球磨川上流流域下水道管理

費でございますが、表左から３列目のとお

り、５億7,500万円余を計上しております。

これは、下水処理を行うための指定管理者へ

の委託料などの管理費でございます。 

 次に、資本的支出の球磨川上流流域下水道

建設費について御説明いたします。 

 下から５段目の管路施設等の建設改良費で

ございますが、表左から３列目のとおり、１

億1,100万円余を計上しております。これ
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は、令和元年度からの紫外線滅菌設備改築更

新に係る債務工事などに要する費用でござい

ます。 

 続きまして、八代市、宇城市、氷川町を対

象とする八代北部流域下水道事業でございま

す。 

 下から３段目の八代北部流域下水道管理費

でございますが、表左から３列目のとおり、

８億200万円余を計上しております。これ

は、下水処理を行うための指定管理者への委

託料などの管理費でございます。 

 次に、資本的支出の八代北部流域下水道建

設費について御説明いたします。 

 24ページをお願いいたします。 

 上から４段目の管路施設等の建設改良費

(交付金事業)でございますが、表左から３列

目のとおり、８億600万円余を計上しており

ます。これは、処理場の改築更新及び氷川町

宮原処理区編入に伴う施設の新設工事などに

要する費用でございます。 

 次に、上から５段目の管路施設等の建設改

良費(単独事業)でございますが、表左から３

列目のとおり、500万円余を計上しておりま

す。これは、河川改修工事による橋梁つけか

えに伴う下水管渠工事などに係る費用でござ

います。 

 続きまして、下から４段目の企業債償還金

として、表左から３列目のとおり、５億

7,800万円余を、下から３段目の支払利息と

して、表左から３列目のとおり、9,300万円

余を計上しております。これらは、令和２年

度に償還する起債の元金と利子でございま

す。 

 以上、流域下水道事業会計の予算総額は、

24ページ、表左から３列目最下段のとおり、

57億4,600万円余でございます。 

 次に、債務負担行為の設定について御説明

いたします。 

 恐れ入りますが、24ページをお願いいたし

ます。 

 上から４段目の管路施設等の建設改良費

(交付金事業)の表右側説明欄をごらんくださ

い。 

 八代北部流域下水道における氷川町宮原処

理区編入に伴うポンプ場の新設工事につい

て、令和３年度予算とあわせて一体的に施行

する必要があるため、令和３年度の債務負担

行為の設定をお願いしております。 

 下水環境課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○竹田河川課長 河川課でございます。 

 資料の25ページをお願いします。 

 ５段目の河川調査費でございますが、表左

から３列目のとおり、１億700万円となって

います。 

 右側説明欄をごらんください。 

 内訳としまして、河川の流量観測等の河川

調査費として、1,000万円、河川の浸水想定

区域図作成費用として、9,700万円を計上し

ています。 

 次に、６段目の河川海岸維持修繕費でござ

いますが、10億100万円となっています。こ

れは、右側説明欄に記載のとおり、通常分と

して、河川及び海岸施設の点検等について２

億6,800万円、国土強靱化分として、西谷川

ほか37カ所の維持修繕について７億3,300万

円となっています。 

 次に、最下段の河川掘削事業費でございま

すが、７億9,800万円余となっています。こ

れは、右側説明欄に記載のとおり、県単独事

業として、河道内の堆積土砂等の除去を行う

もので、通常分として、矢形川ほか１カ所に

ついて1,600万円余、国土強靱化分として、

免田川ほか67カ所について７億8,100万円余

となっています。 

 資料26ページをお願いいたします。 

 上から５段目の河川改修事業費でございま

すが、13億3,200万円となっています。これ

は、国の交付金、補助金を活用して実施する
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河川改修や河川掘削、水門等における規模の

大きな更新を行うものです。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 通常分として、天明新川ほか３カ所につい

て３億8,200万円、国土強靱化分として、潤

川ほか64河川について９億5,000万円となっ

ています。 

 次に、下から３段目の堰堤改良費でござい

ますが、１億6,700万円余となっています。

これは、市房ダムほか２カ所においてダム管

理機器等の設備更新を行うものです。 

 次に、下から２段目の河川等災害関連事業

費でございますが、2,200万円余となってい

ます。これは、災害復旧事業とあわせて行う

改良復旧に要する事業で、市房ダム管理所裏

ののり面補強工事に要する経費です。 

 次に、最下段の単県河川改良費でございま

すが、16億2,100万円余となっています。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 通常分として、局部的な河川改良を行う単

県河川改良費に2,100万円余、水門等の小規

模な補修等を行う単県特定構造物改築事業に

400万円余、国土強靱化分として、単県河川

改良費で内野川ほか21カ所について12億9,30

0万円余、単県特定構造物改築事業で赤松川

ほか15カ所について３億100万円余になりま

す。 

 資料の27ページをお願いします。 

 １段目の単県ダム改良費でございますが、

１億4,400万円余となっています。 

 右側の説明欄をごらんください。 

 通常分として、ダム管理施設の改良や更新

を行う単県ダム改良費に2,600万円余、ダム

貯水池内の土砂撤去等を行う単県ダム堆砂排

除事業に3,500万円余、国土強靱化分とし

て、単県ダム改良費に8,300万円余になって

います。 

 次に、２段目の単県河川等災害関連事業費

でございますが、３億4,600万円余となって

います。これは、道路、河川、砂防等の公共

土木施設の補助災害復旧事業で行う箇所に隣

接する区間の改修、補強工事等で、国からの

補助要件に満たないものについて、県が単独

費で行うものです。 

 右側説明欄をごらんください。 

 通常分、これは令和元年に発生した災害関

係となりますが、6,800万円余、熊本地震関

連分として、２億7,800万円余となっていま

す。 

 次に、４段目の海岸高潮対策事業費でござ

いますが、7,500万円余となっています。こ

れは、荒尾海岸について海岸保全施設の整備

を行う費用です。 

 次に、６段目の単県海岸保全費でございま

すが、１億7,200万円余となっています。こ

れは、国土強靱化分として、佐敷海岸ほか14

カ所について海岸堤防の開口部の閉鎖や小規

模な海岸保全施設の補修等を行う費用です。 

 次に、７段目の海岸保全施設補修事業費で

ございますが、２億1,000万円余となってい

ます。これは、国の交付金を活用して老朽化

した海岸保全施設の防護機能の回復強化を図

るもので、通常分として、男島海岸ほか４カ

所について１億600万円、国土強靱化分とし

て、明治新田海岸について１億400万円余と

なっています。 

 28ページをお願いします。 

 ４段目の過年発生国庫補助災害復旧費で３

億200万円余となっています。これは、令和

元年に発生した河川、砂防、道路等の公共土

木施設の補助災害復旧事業の２年目の費用に

なります。 

 ５段目の現年発生国庫補助災害復旧費でご

ざいますが、９億3,000万円余となっていま

す。また、下から３段目の災害復旧事業設計

調査費でございますが、２億円となっていま

す。これらは、いずれも、令和２年度に公共

土木施設災害が発生した場合に速やかに対応

ができるよう、待ち受け予算として計上して

おります。 
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 以上、河川課の令和２年度当初予算額は、

表左から３列目最下段のとおり、87億5,700

万円余となります。 

 河川課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○松永港湾課長 港湾課でございます。 

 29ページをお願いいたします。 

 港湾課には、一般会計と２つの特別会計が

ございます。 

 まず、一般会計について御説明いたしま

す。 

 ４段目の海岸諸費でございますが、表左か

ら３列目のとおり、1,400万円余となってお

ります。これは、右側説明欄のとおり、排水

機場等の維持管理に要する経費でございま

す。 

 次に、下から４段目の港湾利用促進事業費

でございますが、600万円余となっていま

す。これは、右側説明欄のとおり、八代港ク

ルーズ拠点の運営に係る経費でございます。 

 30ページをお願いいたします。 

 １段目の海岸高潮対策事業費でございます

が、表左から３列目のとおり、8,500万円余

となっております。これは、右側説明欄のと

おり、熊本地震関連として、百貫港海岸にお

ける海岸堤防の耐震化を行うものでございま

す。 

 次に、２段目の単県港湾修築事業費でござ

いますが、8,000万円余となっております。

これは、県管理港湾における港湾施設の小規

模な補修等に要する経費でございます。 

 次に、４段目の港湾施設保安対策事業費で

ございますが、5,600万円余となっておりま

す。これは、国際港湾施設の保安対策としま

して、八代港、熊本港、三角港における国際

埠頭の警備業務等に要する経費でございま

す。 

 次に、下から３段目の単県港湾整備事業費

でございますが、８億4,900万円余となって

おります。 

 右側説明欄をごらんください。 

 単県港湾維持浚渫事業としまして、熊本港

ほか３港における泊地や航路の維持しゅんせ

つを、単県港湾海岸危機管理対策事業とし

て、県管理港海岸における海岸保全施設の補

修等に要する経費でございます。 

 次に、下から２段目の港湾補修事業費でご

ざいますが、２億9,000万円余となっており

ます。 

 右側説明欄をごらんください。 

 通常分として、長洲港において、国土強靱

化分としまして、熊本港、八代港において港

湾施設の改良や補修等を行うものでございま

す。 

 31ページをお願いいたします。 

 ２段目の空港管理費でございますが、表左

から３列目のとおり、２億3,400万円余とな

っております。 

 右側説明欄をごらんください。 

 天草空港の管理運用、消防及び気象観測等

の業務を行う天草空港管理運営費として、１

億9,900万円余、また、老朽化した施設の修

繕や機器更新等を行う天草空港修繕費とし

て、3,400万円余となっております。 

 次に、４段目の港湾整備事業特別会計繰出

金でございますが、港湾整備事業特別会計に

おける起債償還に充てるために、一般会計か

らの繰出金として、６億7,200万円余となっ

ております。 

 以上、港湾課の一般会計総額といたしまし

て、最下段左から２列目のとおり、25億

3,000万円余となります。 

 続きまして、32ページをお願いします。 

 港湾整備事業特別会計について御説明いた

します。 

 ２段目の施設管理費でございますが、表左

から３列目のとおり、４億6,000万円余とな

っております。 

 右側説明欄をごらんください。 
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 施設管理諸費(経常分)としまして、３億

1,200万円余、クルーズ船寄港対策事業とし

まして、港湾管理上必要となる警備業務等を

行うための経費6,700万円余などでございま

す。 

 次に、３段目の港湾修築費でございます

が、３億1,600万円となっております。これ

は、右側説明欄のとおり、熊本港及び八代港

において港湾施設の維持修繕を行うものでご

ざいます。 

 次に、５段目の県管理港湾施設整備事業費

でございますが、３億1,400万円となってお

ります。これは、右側説明欄のとおり、物流

拠点機能向上事業としまして、八代港及び熊

本港において港湾施設整備を行うものでござ

います。 

 33ページをお願いいたします。 

 ３段目の公債費計でございますが、表左か

ら３列目のとおり、起債償還の元金と利子を

合わせて19億8,400万円余となっておりま

す。 

 以上、港湾課の港湾整備事業特別会計総額

といたしまして、最下段左から２列目のとお

り、30億7,400万円余となります。 

 続きまして、34ページをお願いいたしま

す。 

 臨海工業用地造成事業特別会計予算につい

て御説明いたします。 

 ２段目の漁業振興費でございますが、表左

から３列目のとおり、5,000万円となってお

ります。これは、右側説明欄のとおり、熊本

港周辺海域における漁業振興を図るため、漁

場の整備や稚魚の放流などを行うものでござ

います。 

 次に、３段目の熊本港臨海用地造成事業費

でございますが、1,100万円余となっており

ます。これは、右側説明欄のとおり、熊本港

臨海用地の管理等に要する経費でございま

す。 

 以上、港湾課の臨海工業用地造成事業特別

会計総額といたしまして、最下段左から２列

目のとおり、6,100万円余となります。 

 続きまして、32ページにお戻りください。 

 今回、港湾整備事業特別会計におきまして

債務負担行為の設定をお願いしております。 

 下から２段目の県管理港湾施設整備事業費

の右側説明欄をごらんください。 

 八代港において小型貨物取扱施設の整備に

令和３年度、令和４年度に各２億円、コンテ

ナを移動させるストラドルキャリアの更新に

令和３年度に7,500万円の債務負担行為の設

定についてお願いしております。これらの施

設は、令和２年度、単年度では整備ができな

いため、複数年の契約を行うため、債務設定

をお願いするものでございます。 

 港湾課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○中山砂防課長 砂防課でございます。 

 35ページをお願いします。 

 主な事業について御説明をいたします。 

 ６段目の地すべり対策事業費でございます

が、表左から３列目のとおり、３億5,900万

円余となっております。 

 表右端の説明欄をごらんください。 

 通常分といたしまして、天草市の大地地区

ほか３カ所で7,500万円余、熊本地震関連分

といたしまして、山都町の白谷地区で5,200

万円余、国土強靱化分といたしまして、御船

町の間所地区ほか２カ所で２億3,200万円余

となっております。これは、地すべり災害防

止のための地下水排除施設などの整備に要す

る経費でございます。 

 次に、７段目の急傾斜地崩壊対策事業費で

３億6,800万円余となっております。 

 説明欄ですけれども、国土強靱化といたし

まして、南関町の北開地区ほか５カ所で崖崩

れ災害防止のための擁壁等の整備に要する経

費でございます。 

 次、36ページをお願いします。 
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 最上段の単県急傾斜地崩壊対策費で５億

6,900万円余となっております。 

 国土強靱化分といたしまして、水俣市の村

中地区ほか14カ所における崖崩れ災害防止の

ための擁壁などの整備に要する経費でござい

ます。 

 次に、７段目の火山砂防事業費で19億

5,500万円余となっております。 

 熊本地震関連分といたしまして、阿蘇市の

車帰川ほか４カ所で７億3,200万円余、国土

強靱化分といたしまして、熊本市の百山谷川

ほか12カ所で12億2,200万円余となっており

ます。これは、火山地域における土石流災害

防止のための砂防堰堤などの整備に要する経

費でございます。 

 次、37ページをお願いいたします。 

 ２段目の砂防設備等緊急改築事業費で８億

7,400万円余となっております。 

 国土強靱化分といたしまして、球磨村の小

川１ほか19カ所で、既設の砂防設備の長寿命

化と土石流からの安全性を向上させるため

に、老朽化などにより機能が低下した砂防堰

堤などの改築に要する経費でございます。 

 以上、砂防課の令和２年度当初予算総額

は、表左から３列目の最下段のとおり、54億

5,900万円余となります。 

 砂防課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○松野建築課長 建築課でございます。 

 39ページをお願いいたします。 

 主なものについて御説明いたします。 

 まず、５段目のくまもとアートポリス推進

費でございますが、表左から３列目のとお

り、1,300万円余となっております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 通常分としまして、アートポリス事業の推

進に要する経費について800万円余、熊本地

震関連といたしまして、熊本地震の復興の拠

点づくりとして、みんなの家の利活用促進に

要する経費について500万円余となっており

ます。 

 次に、７段目の建築基準行政費でございま

すが、表左から３列目のとおり、9,700万円

余となっております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 通常分としまして、建築基準の指導及び建

築物の防災対策を推進するための経費並びに

危険なブロック塀等撤去支援に要する経費に

4,700万円余、熊本地震関連としまして、住

宅の耐震化に要する経費等に5,000万円余と

なっております。 

 次に、40ページをお願いいたします。 

 ２段目のがけ地近接等危険住宅移転事業費

でございますが、表左から３列目のとおり、

1,000万円となっております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 通常分としまして、がけ地近接等危険住宅

移転事業に要する経費について200万円、熊

本地震関連としまして、危険地区からの移転

事業に要する経費について800万円となって

おります。 

 以上、建築課の予算総額は、表左から３列

目最下段のとおり、５億1,000万円余となり

ます。 

 建築課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○小路永営繕課長 営繕課でございます。 

 41ページをお願いいたします。 

 ３段目の営繕管理費でございますが、表左

から３列目のとおり、7,200万円余となって

おります。これは、外壁改修や防水改修など

の小規模な工事で県有施設の保全改修等に要

する経費でございます。 

 なお、大規模な改修工事や新築工事につい

ては、各施設の所管課が別途予算要求を行

い、所管課からの施行依頼を受けて、営繕課

で工事を実施しております。 

 以上、営繕課の予算総額は、表左から３列
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目最下段のとおり、２億8,500万円余となっ

ております。 

 営繕課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○原井住宅課長 住宅課でございます。 

 43ページをお願いします。 

 上から３段目の公営住宅維持管理費でござ

いますが、表左から３列目のとおり、９億

500万円余となっております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 これは、公営住宅維持補修に係る経費とし

まして、６億9,000万円余、県営住宅の管理

事務費としまして、２億1,400万円余となっ

ております。 

 最下段の公営住宅ストック総合改善事業費

でございますが、表左から３列目のとおり、

３億8,600万円余となっております。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 これは、県営住宅を長期間有効に活用する

ための改修に要する経費でございます。 

 44ページをお願いします。 

 上から２段目の高齢者向け優良賃貸住宅供

給促進事業費でございますが、表左から３列

目のとおり、１億4,700万円余となっており

ます。 

 表右側説明欄をごらんください。 

 これは、高齢者向け優良賃貸住宅家賃減額

補助について8,000万円余、サービス付き高

齢者向け住宅供給促進事業について6,700万

円余となっております。 

 この結果、住宅課の予算総額は、表左から

３列目最下段のとおり、16億1,700万円余と

なります。 

 住宅課からは以上でございます。 

 

○亀崎道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 資料の45ページをお願いいたします。 

 議案第57号、熊本県が管理する県道の構造

の技術的基準等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてでございます。 

 47ページの概要により御説明いたします。 

 ２の制定改廃の必要性に、道路構造令の一

部改正を踏まえ、県道を新設し、または改築

する場合における自転車通行帯の設置に関す

る基準を定める等の必要があるとしておりま

すが、道路を新設、改築する場合の一般的な

技術基準としまして、政令で道路構造令とい

う基準が定められております。 

 本県が管理する県道については、この道路

構造令を参酌いたしまして、熊本県が管理す

る県道の構造の技術的基準等に関する条例を

定めております。 

 今回の改正は、昨年４月に道路構造令の一

部が改正され、自転車通行帯が新たに規定さ

れたことなどから、これを受け、本条例にお

いても同様の規定を設けるものです。 

 自転車通行帯とは、自動車や自転車などの

交通量が多い道路において、自転車を安全か

つ円滑に通行させるために設ける帯状の車道

の部分でございます。 

 この条例の施行日については、本年４月１

日を予定しております。 

 道路整備課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○坂井都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 49ページをごらん願います。 

 議案第58号、熊本都市計画事業益城中央被

災市街地復興土地区画整理事業施行条例の一

部を改正する条例の制定について御説明いた

します。 

 内容につきましては、50ページの概要で御

説明いたします。 

 この条例は、土地区画整理法の規定に基づ

き、県が行っております当該土地区画整理事

業の具体的な運営事項を定めているものでご

ざいます。 
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 ２の制定改廃の必要性ですが、民法の一部

改正に伴う土地区画整理法施行令の一部改正

を踏まえ、関係規定を整備するものでござい

ます。 

 ３の内容は、清算金を分割徴収し、または

分割交付する場合に付する利子の利率を改正

するものでございます。 

 具体的には、利率を年６％から換地処分の

公告の日の翌日における法令利率に改正いた

します。 

 施行日は、土地区画整理法施行令の改正の

施行日と同じ令和２年４月１日でございま

す。 

 都市計画課の説明は以上でございます。 

 

○渡辺下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 資料の51ページをお願いいたします。 

 第59号議案、熊本県浄化槽保守点検業者の

登録に関する条例の一部を改正する条例の制

定についてでございます。 

 内容につきましては、52ページの概要で御

説明させていただきます。 

 ２の制定改廃の必要性ですが、令和元年６

月に浄化槽法の一部が改正され、条例に浄化

槽管理士に対する研修の機会の確保に関する

事項を定めることとされたため、関係規定を

整備する必要があるためでございます。 

 ３の内容につきまして、まず、(1)は、浄

化槽保守点検業者が営業所に置く浄化槽管理

士に浄化槽の保守点検の業務に関する研修を

受けさせなければならないとする規定を設け

るものでございます。 

 次に、(2)は、浄化槽保守点検業者の登録

の申請者が、(1)の義務を履行せず、浄化槽

管理士に研修を受けさせる措置を確実に講ず

ると認められないものである場合は、登録を

拒否するとする規定を設けるものでございま

す。 

 次に、(3)は、その他の規定の整理を行う

もの、(4)は、所要の経過措置を定めるもの

でございます。 

 最後に、４、施行期日につきましては、改

正浄化槽法の施行日と同じ令和２年４月１日

からとしておりますが、登録の拒否を定める

規定につきましては、浄化槽保守点検業者に

対する周知期間が必要であることなどから、

令和３年４月１日から施行するものとしてお

ります。 

 下水環境課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○原井住宅課長 住宅課でございます。 

 53ページをお願いします。 

 第60号議案、熊本県営住宅条例の一部を改

正する条例の制定についてでございます。 

 内容につきましては、55ページの概要によ

って説明いたします。 

 ２の制定改廃の必要性についてですが、民

法の一部改正及び単身高齢者の増加などの県

営住宅を取り巻く最近の状況への対応が主な

理由であります。 

 民法改正といいますのは、契約において新

たに連帯保証人を求める場合、連帯保証人に

債務の限度額を設定することが義務づけられ

たことであります。 

 また、身寄りのない単身御高齢の方がふえ

ており、連帯保証人が見つけられないため

に、公営住宅への申し込みができないという

状況が全国共通の課題となっておりました。

このような状況を踏まえ、３の条例改正の内

容でございますが、連帯保証人の規定を削除

することとしました。 

 そのほか、公営住宅法の改正などに伴う規

定の整理を行っております。 

 住宅課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○野﨑監理課長 監理課でございます。 

 57ページをお願いいたします。 
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 議案第69号、工事請負契約の締結について

でございます。 

 工事名は、国道324号地域連携推進改築(Ｐ

14橋脚)工事。工事内容は、橋梁下部工でご

ざいます。工事場所は、天草市東町地内。工

期は、契約締結の日の翌日から令和３年７月

30日まで。契約金額は、５億2,800万円。契

約の相手方は、前川・吉永建設工事共同企業

体。契約の方法は、一般競争入札でございま

す。 

 58ページをお願いいたします。 

 議案第69号の入札の経緯及び入札結果でご

ざいます。 

 １の競争入札に参加する者に必要な資格と

して、上段から、建設工事の種類、共同企業

体の構成員数、格付等級または経営事項審査

の総合評定値、営業所の所在地、施工実績に

関する事項及び配置予定技術者に関する事項

について、記載のとおり設定をしておりま

す。 

 ２の評価に関する基準ですが、本工事は、

入札時に技術申請書等の提出を求め、技術評

価と入札価格を総合的に評価して落札者を決

定する総合評価方式の適用工事のうち、品質

確保のための体制その他の施工体制の確保状

況を確認、施工内容を確実に実現できるかど

うかについて審査し、評価を行う施工体制確

認型総合評価落札方式で実施いたしました。 

 なお、施工計画としては、橋梁下部工工事

において、品質確保と安全確保及び施工上の

課題が重要であることから、課題を設定し、

提出された技術申請書の評価に基づく技術評

価点を入札価格で除して算出した評価値が最

も高い者を落札者といたしました。 

 59ページをお願いいたします。 

 設定した課題は、品質確保に関して３項

目、安全確保に関して２項目、施工上の課題

に関して３項目の合計８項目です。 

 ３の開札及び総合評価結果でございます

が、入札は２者が参加し、令和元年11月18日

に開札を行い、評価値を算出しております。 

 その結果、技術評価点が120.30で、税抜き

４億8,964万9,000円の予定価格に対しまし

て、税抜き４億8,000万円で入札した前川・

吉永建設工事共同企業体が評価値25.0625と

なり、落札を決定しております。 

 次に、61ページをお願いいたします。 

 議案第70号、工事請負契約の締結について

でございます。 

 工事名は、国道324号地域連携推進改築(Ｐ

15橋脚)工事。工事内容は、橋梁下部工でご

ざいます。工事場所は、天草市瀬戸町地内。

工期は、契約締結の翌日から令和３年７月30

日まで。契約金額は、５億2,800万円。契約

の相手方は、中村・共栄特定建設工事共同企

業体。契約の方法は、一般競争入札でござい

ます。 

 62ページをお願いいたします。 

 議案第70号の入札経緯及び入札結果でござ

います。 

 １の競争入札に参加する者に必要な資格と

して、上段から、建設工事の種類、共同企業

体の構成員数、格付等級または経営事項審査

の総合評定値、営業所の所在地、施工実績に

関する事項及び配置予定技術者に関する事項

について、記載のとおり設定をしておりま

す。 

 ２の評価に関する基準ですが、本工事は、

入札時に技術申請書等の提出を求め、技術評

価と入札価格を総合的に評価して落札者を決

定する総合評価方式の適用工事のうち、品質

確保のための体制その他の施工体制の確保状

況を確認、施工内容を確実に実現できるかど

うかについて審査し、評価を行う施工体制確

認型総合評価落札方式で実施いたしました。 

 なお、施工計画としては、橋梁下部工工事

において、品質確保と安全確保及び施工上の

課題が重要であることから、課題を設定し、

提出された技術申請書の評価に基づく技術評

価点を入札価格で除して算出した評価値が最



第５回 熊本県議会 建設常任委員会会議記録（令和２年２月20日) 

 - 28 - 

も高い者を落札者といたしました。 

 63ページをお願いいたします。 

 設定した課題は、品質確保に関して３項

目、安全確保に関して２項目、施工上の課題

に関して３項目、合計８項目です。 

 ３の開札及び総合評価結果でございます

が、入札は２者が参加し、令和元年11月18日

に開札を行い、評価値を算出しております。

その結果、技術評価点が114.00で、税抜き４

億8,774万7,000円の予定価格に対し、税抜き

４億8,000万円で入札した中村・共栄特定建

設工事共同企業体が評価値23.7500となり、

落札を決定しております。 

 続きまして、65ページをお願いいたしま

す。 

 この議案は、平成30年６月定例会において

議決された工事請負契約について、契約金額

の変更を行うもので、内容につきましては、

66ページの概要により説明をさせていただき

ます。 

 工事名は、布田川28年発生砂防災害復旧

(熊本地震・第7661号)工事。工事内容は、砂

防堰堤工。工事場所は、阿蘇郡西原村布田地

内。工事契約締結日は、平成30年３月29日。

請負業者は、丸昭・青木・技建日本復旧・復

興建設工事共同企業体。契約工期は、令和２

年３月23日まで。 

変更契約金額については、５億8,835万9,3

76円を６億4,623万6,756円に変更するもの

で、5,787万7,380円の増額となります。 

 変更の理由としましては、豪雨による流入

土砂撤去等の増工に伴う増額及び地盤改良に

おける転石処理等の増工に伴う増額を行うも

のです。 

 監理課からは以上でございます。 

 よろしくお願いします。 

 

○吉ケ嶋道路保全課長 道路保全課でござい

ます。 

 道路の管理瑕疵に関する専決処分の報告及

び承認については、説明資料67ページの第76

号議案から76ページの第80号議案までの５件

でございます。 

 まず、資料の67ページの第76号議案でござ

いますが、詳細は、右ページの概要にて説明

いたします。 

 本件は、令和元年６月28日午後３時ごろ、

天草市天草町下田北におきまして、一般国道

389号を軽貨物自動車で進行中、進行方向右

側ののり面から落ちていた石に衝突し、フロ

ントサスペンション等を破損したものであり

ます。 

 運転者が前方を注視するなどして運転をし

ていれば事故を回避できた可能性があること

を考慮して、被害額の３割に当たる５万

2,730円を賠償しております。 

 次に、資料の69ページの第77号議案でござ

いますが、右ページの概要をお願いいたしま

す。 

 本件は、令和元年９月18日午後７時40分ご

ろ、合志市竹迫におきまして、主要地方道大

津植木線を普通乗用自動車で進行中、進行方

向左側の竹林から倒れていた竹に衝突し、ボ

ンネット等を破損したものであります。 

 運転者が前方を注視するなどして運転をし

ていれば事故を回避できた可能性があること

を考慮して、被害額の５割に当たる25万

2,500円を賠償しております。 

 次に、資料の71ページの第78号議案でござ

いますが、右ページの概要をお願いいたしま

す。 

 本件は、令和元年９月23日午前０時から午

前７時までの間に、菊池市出田におきまし

て、一般国道387号の道路区域内ののり面か

ら倒れてきた樹木がのり面下の小屋のスレー

ト屋根を破損したものであります。 

 本件は、直撃事案であり、小屋の所有者に

過失を求めることが困難であることから、被

害額の全額に当たる10万9,880円を賠償して

おります。 
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 次に、資料の73ページの第79号議案でござ

いますが、右ページの概要をお願いいたしま

す。 

 本件は、令和元年11月７日午前８時20分ご

ろ、宇城市三角町三角浦におきまして、一般

国道266号を大型乗用自動車で進行中、進行

方向左側ののり面から車道へ出ていたツタカ

ズラに左サイドミラーがひっかかり、左サイ

ドミラー等を破損したものであります。 

 運転者が前方を注視するなどして運転をし

ていれば事故を回避できた可能性があること

を考慮いたしまして、被害額の６割に当たる

33万3,713円を賠償しております。  

 次に、資料の75ページの第80号議案でござ

いますが、右ページの概要をお願いします。 

 本件は、令和元年11月８日午前５時30分ご

ろ、上益城郡甲佐町大字上早川におきまし

て、一般県道稲生野甲佐線を大型貨物自動車

で進行中、進行方向左側ののり面から落ちて

きた石が直撃し、ルーフパネル等を破損した

ものであります。 

 本件は、直撃事案であり、運転者が事故を

回避することは困難であることを考慮いたし

まして、被害額全額に当たる68万570円を賠

償しております。 

 道路保全課の説明は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○野﨑監理課長 監理課でございます。 

 次に、77ページをお願いいたします。 

 報告第３号、専決処分の報告についてでご

ざいます。 

 職員に係る交通事故の和解、損害賠償額の

決定について、地方自治法第180条第１項の

規定により行いました専決処分の報告でござ

います。 

 内容につきましては、78ページの概要によ

り説明をさせていただきます。 

 この事故は、令和元年８月21日午前７時25

分ごろ、阿蘇市一の宮町宮地地内で発生した

もので、相手との示談交渉の結果、県の過失

割合80％で合意したものであり、損害賠償額

は、物的損害14万6,577円となっておりま

す。 

 事故の状況といたしましては、阿蘇地域振

興局前の国道57号進入口において職員が公用

車で右折しようとしたところ、熊本方面から

走行してきた相手車両の右前方部と公用車の

右前方部が接触したものでございます。 

 監理課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○緒方勇二委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 質疑はありませんか。 

 

○小早川宗弘委員 ３ページでありますけれ

ども、監理課のこの土木行政情報システムに

１億以上のお金が予算つけられております。

どういった内容なのかな。去年と比べたら

2,000万ぐらい増額というふうなことで、ど

ういったことなのかということと、それとと

もに、次の７ページにも土木行政情報システ

ムというふうな同じ項目が、これは土木技術

管理課で3,500万、去年度と比べたら、こっ

ちのほうは2,000万減額というふうなこと

で、監理課と基本的に同じこのＣＡＬＳ／Ｅ

Ｃ事業に関する費用というのがほとんどだと

思いますけれども、同じこのシステムで毎年

こういった何千万単位のお金が要るのかどう

かというのも経年の予算のつけぐあいも、状

況を教えていただければと思います。 

 

○野﨑監理課長 監理課でございます。 

 御質問のＣＡＬＳ／ＥＣにつきまして、監

理課で計上しておりますＣＡＬＳ／ＥＣ分に

つきましては、入札システム、いわゆる電子

システムに係る分でございます。土木技術管

理課で計上しておりますのは、主に進行管理
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システム、土木の発注した業務に関してどう

いう土木工事の内容をやったのかという進行

管理システムの分でございます。 

 今回、毎年の計上額については、ほぼ同様

の額を計上しておるというふうに考えており

ますが、今回は、１億6,000万円について

は、通常のメンテナンス及び今回ＣＡＬＳ／

ＥＣについては、電子入札システムの若干仕

様の変更等がございましたので、そこを加味

しまして金額の計上を行っているところでご

ざいます。 

 監理課は以上でございます。 

 

○勝又土木技術管理課長 土木技術管理課で

ございます。 

 私どもの土木行政情報システムにつきまし

ては、先ほど監理課長が申しました工事進行

管理システムとそれから電子納品とその保管

管理システム、これがＣＡＬＳ／ＥＣ事業に

要する費用として計上しております。 

 それから、それとまた別に、土木積算シス

テムとしての費用も計上いたしております。 

 それから、1,800万ほど前年度と比べまし

て減額になっておりますが、これにつきまし

ては、前年度にＣＡＬＳ／ＥＣ事業における

電子納品保管管理システムのソフトウエアの

改修を行っておりまして、それが終了しまし

たものですから、このように減額になったと

いうことでございます。これくらいの金額に

つきましては、毎年必要な金額だというふう

に認識しております。 

 以上でございます。 

 

○小早川宗弘委員 こういう電子システムの

予算というものが県庁全般的にいろいろシス

テムの方針で何千万、何億というふうな、毎

年――ほかの分野でも、この部署でもかかる

ものですから、結構お金がかかるなと、ちょ

っと。専門的な業種というか、分野でありま

すので、よくわかりませんけれども、できる

だけ電子的なものを進める時代ではあります

けれども、コストを削減するというふうなこ

とと、そういったことにやっぱり心がけてい

ただきたいなというふうに思います。ちょっ

と専門的過ぎて、私も、今説明聞いただけで

はよく、どういった分野の予算がこうだとい

うのが把握できませんけれども、そういった

ことに心がけていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

○緒方勇二委員長 ほかにございませんか。 

 

○城戸淳委員 35ページの砂防についてちょ

っとお尋ねします。 

 いろいろ砂防事業されておりますけれど

も、もともと砂防ダム、いろんなところに、

山の奥のほうに昔から砂防ダムがあっても、

そこは埋まっているとか機能を果たしていな

いとかいうダムもございます。恐らく重機が

入らないところもあると思いますけれども、

この近年の大雨で全く機能を果たしていない

ところがいろんなところにも見受けられるの

かなと思って、その上のほうに新しくつくれ

ば、そこはもう使わなくていいということな

んでしょうけれども、その砂防ダムの昔から

ある、小さいところがいっぱいありますけれ

ども、それに関してはどういう見解なのかを

ちょっと教えていただきたいと思います。 

 

○中山砂防課長 山の上のほうの砂防ダムと

おっしゃいましたので、大体山の上にあるや

つで２タイプありまして、治山のほうの砂防

堰堤と、治山ダムとかいう言い方しますけれ

ども、そういうものと、我々砂防課のほうで

やっております砂防ダムというような、大体

２種類ちょっとあるというふうに見てくださ

い。 

 基本的に機能が埋まったからなくなるとい

うものではありません。砂防ダムのほうは、

渓流の勾配を緩やかにして、渓流の河床が削
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れてしまうと、その横の山肌の安定性が失わ

れて、そこに山崩れとかそういったものが出

ますので、渓流の侵食とかそういったものを

抑えるというような機能がありますので、埋

まったからといって機能がなくなるというも

のではないというふうなのが砂防的な堰堤の

考え方になっております。 

 埋まりまして、それを掘らなければならな

いのかという話で、それは渓流ごとにいろい

ろありまして、管理をするようなタイプのと

ころもありますし、基本的に大半のものは管

理をしませんので、掘らないということであ

りますけれども、それが埋まったからといっ

て機能がなくなって新しく別のものをつくら

なければならないということではありませ

ん。 

 以上でございます。 

 

○城戸淳委員 わかりました。 

 

○緒方勇二委員長 老朽化対策のことをお尋

ねじゃないんですか。機能が失われるとかそ

ういう話じゃなくて、老朽化している部分に

ついての対策等をお尋ねじゃないんですか

ね。 

 

○中山砂防課長 砂防堰堤等に古くなって補

修が必要であるというふうなことがあれば、

それについては、緊急改築とか単県の維持管

理費で補修等をやってきております。 

 施設につきましては、長寿命化を図るため

に、定期的な点検といったものはしておりま

して、それぞれの施設については評価をして

おりまして、その必要性に応じて対策、対応

をしてきております。 

 以上です。 

 

○城戸淳委員 わかりました。 

 

○緒方勇二委員長 よろしいですか。 

 

○城戸淳委員 はい。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○前田憲秀委員 数字的なことに関しては、

もう骨格予算ということで今御説明をいただ

きましたので、理解をさせていただきまし

た。 

 55ページの住宅課さんの保証人の件なんで

すけれども、今までは連帯保証人が必ず必要

でした。これを削除しますということで、今

後からは、連帯保証人がいる人でも要らな

い、そういう認識でよろしいんですかね。 

 

○原井住宅課長 ４月１日に施行が及びます

と、それ以降は入居の際に連帯保証人が要ら

ないということでございまして、既存の方

は、既存の法律の中でそのまま継続されてい

きます。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 わかりました。 

 これまでも新規入居の方でどうしてもやっ

ぱり、この改正の理由にあるように、連帯保

証人が見つからないという方のためには非常

にいい改正じゃないかなとは思っておりま

す。ただ、いろんな方からも言われるよう

に、家賃の延滞とかそういった部分でどこに

請求するのかとか、今までは連帯保証人さん

にお願いする、請求するというのがあったん

でしょうけれども、そういうことも非常に懸

念をされる部分もあるやとも思いますので、

そこはしっかり公社のほうとも連携をとっ

て、契約時にはきちんとした説明の徹底と、

それと、今特にあるのが、高齢者対策という

ことですけれども、ふだん、もともとの契約

者が亡くなられて、その御子息がいられると

か、そういうケースもあります。ですから、
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そこら辺もきちんと説明をして理解をいただ

くような体制強化もぜひお願いしたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 要望で結構です。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○前田憲秀委員 保全課さんの説明で補償の

問題がありました。幾つかありますのであれ

なんですけれども、例えば、68ページで御説

明いただいたのが、落ちていた石に衝突をし

たということなので、車を運転する人も注意

義務もあるということで３割ですよね。そし

て、70ページは、これはバスだと思うんです

けれども、倒れていた竹に衝突した、これも

同じような状況で、注意義務もあったと思う

んですけれども、この場合は５割、これは何

が違うんですかね。 

 

○吉ケ嶋道路保全課長 いろんなケースごと

に、やはりこれまでの事案でありましたり、

そこは、その場所ごとに、そういった事例を

もとにしております。大きく基本的な事柄と

すれば、見えやすさといいますか、確認のし

やすさ、石につきましては、でこぼこをして

いるといいますか、竹林に対しましては、な

かなかそれが視認性が少し劣るとか、そうい

った事例ごとに判断を出しております。 

 それと、時間につきまして、時間が夜の時

間帯というのがございます。そういう見えや

すさ、そういう時間帯によって、そういう要

素ごとに判断をして割合のほうを決定してい

るところでございます。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございました。 

 よくこれまでも道路の穴ぼこ、穴がほげて

の賠償だとか、これは、例えば、通報する側

からすれば、本来だったら運転する人が注意

をしないといけないんですけれども、今のよ

うな状況があるということは、やはり何らか

の形で、これは何か責任を取ってもらえるん

じゃないかというふうに発信してもらわない

といけないですよね、誰も見ている人はいな

いわけですから。そういうことですよね。 

 この件に関してでもいいですよ。落石なり

倒木に当たったということで県に賠償を求め

られているわけでしょう。ですから、そうじ

ゃない、自分の不注意だったんだという人も

結構いらっしゃるんじゃないかなという気も

するんですけれども、そこら辺はどうです

か。 

 

○吉ケ嶋道路保全課長 現場で立ち会いを行

いまして、その当事者の方とその事故の概

況、事情聴取いたします。そういった中で、

やはりその方の運転、スピードが法令に合っ

ているかどうかとか、車間距離をとっていた

とか、そういったところもお聞きしながら、

相手方も非があるような部分とかいうのを間

接的にはそういった現場の中で認識させてい

ただきながら、今回こういった、最終的には

了解を得ているというところでございます。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 私が言っているのは、落石

だとか倒木で、もし事故に遭ったときには、

事故に遭った当事者が、県なり振興局なのか

わかりませんけれども、やっぱり訴えるべき

ことなんですよね、訴えたからこういう事案

があっているということでしょう。 

 

○村上道路都市局長 私のほうからお答えさ

せていただきます。 

 自動車の損害の場合は、それぞれ保険に入

られておられるものですから、その保険会社

のほうから県のほうに連絡が参ります。そし

て、そこからこういう補償のやり方について

話し合いを始めることになります。ただ、今
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回の場合、１つ違うのが、72ページですけれ

ども、小屋のスレート屋根が破損したという

ことがありまして、この場合は、特に自動車

保険入っておられませんので、これは、向こ

うからの申し出によりまして、国道ののり面

から倒木があったということがもうはっきり

しておりましたので、補償を行ったところで

ございます。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 わかりました。ありがとう

ございます。保険会社さんが客観的に見て動

かれるということですよね。わかりました。 

 以前、保険料の件なんかもお尋ねをしたん

ですけれども、保険契約というのは入札でさ

れるということで、負担が多くなる、少なく

なるというのはないというふうにはお聞きし

たんですけれども、今御説明にあったよう

に、例えば、スピードの出し過ぎだとか脇見

だとか、さまざまその状況でこの事故に遭っ

たというのはあると思うので、そこは保険会

社さんからの訴えであったとしても、やはり

慎重に、より公平に、もちろんそうされてい

ると思うんですけれども、対処していただき

たいなというふうに思います。 

 要望で終わります。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○松村秀逸委員 前田委員の関連なんです

が、先ほどの保証人の、済みません、53ペー

ジの第60号、住宅の保証人が要らなくなる

件、お家賃の滞納についてはある程度考えて

おられると思いますけれども、もう一つは、

高齢者の方、保証人がないということで、そ

ういう状況があるという事例の中でこうなっ

たと。それと、国のほうからの指導があった

ということでございます。ただ、１つは、私

が心配するのは、高齢者の方、亡くなられた

ときの身寄りがなかったりした場合の―亡く

なられた遺体の引き取り、また、その後の荷

物といいますかね、家財道具といいますか、

そういうものの処理、そういうのがいろいろ

出てくるかと思うんですね。そういうのをや

っぱりスムーズにするため、もし引き取り手

がないと非常に時間もかかりますし、もちろ

ん費用負担もかかります。そこら辺の対策な

りをどういう形でされるか、もしくはもうさ

れておれば、その辺のしっかり対策を打って

いただきたいというのが私の思いでございま

す。 

 以上です。 

 

○原井住宅課長 先生御懸念のとおり、連帯

保証人の規定を削除しますことに伴いまし

て、今入居者の方に、連絡がつかなくなった

場合とか、安否確認などの必要が生じた場合

も想定されますことから、緊急連絡先という

のを提出していただくことになります。それ

を考えて、そういう事態に備えたいと思って

おります。 

 それと、済みません、先ほど私、４月１日

からの施行と発言しましたが、この条例自体

は、公布日、施行は３月中に行われますが、

実質上入居の形態が変わりますのは４月１日

からというふうに訂正させていただきます。 

 以上です。 

 

○緒方勇二委員長 よろしいですか。 

 

○松村秀逸委員 身元引受人というか、連絡

先、その方に保証人というのとまたそれ違う

もんですから、最後のお部屋の片づけ等、後

に問題が残らないようなことをしっかり対応

していただきたい。そこら辺を、本人さん並

びにその連絡先の方にもしっかりお伝えしな

がら進めていただきたいというふうに思いま

すので、よろしくお願いします。 

 以上です。 
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○緒方勇二委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○吉永和世委員 13ページの道路保全課の中

に、道の駅の防災機能向上促進事業というの

があるんですけれども、これはどういった内

容なのか、ちょっと教えてください。 

 

○吉ケ嶋道路保全課長 熊本地震の際に、道

の駅が――役割、避難者の車中泊された方の

拠点になりましたりとか、そういった事例も

直近ではございましたけれども、そのような

ことで、道の駅に、非常時に井戸でありまし

たり、非常用の電源でありましたり、あと、

防災倉庫等、そういった整備を進めていると

いったものでございます。 

 県内のほうに道の駅、33駅あるんですけれ

ども、道の駅の中で道路区域と一体的に整備

――県と駅の整備主体である市町村、一体的

に整備する駅がそのうち７駅、県道関係、国

県道の関係でございますが、その７駅につい

て今順次、そのような整備を進めているもの

でございます。 

 以上でございます。 

 

○吉永和世委員 全部整備されるのかなとち

ょっと思ってたりしたもんで、33あるという

のちょっと聞いていたんで、地元水俣もある

ので、どうなのかなとちょっと思ったんで、

対象外ですね。 

 

○吉ケ嶋道路保全課長 先ほど説明不足でし

たけれども、あくまで道路事業ということ

で、道路区域、駐車場とか道路区域になって

いる、そういった中での整備ということにな

りますので、単独型といって、ほかの26カ所

の駅につきましては、そういう道路区域がな

いということで、制度上道路事業ではちょっ

と今やっていないと、そこは対象にはなって

いないということでございます。 

 以上でございます。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに。 

 

○吉永和世委員 これも多分道路保全課だと

思うんですけれども、白線、道路に引いてあ

るじゃないですか、道はあんまり傷んでない

んですけれども、白線が消えているという道

が結構あるのかなと思うんですよね。あれは

もう舗装工事と一体となってやるもんだとい

うふうに思っています。また、白線だけで対

応できるもんなのか、そこら辺ちょっと教え

ていただければと思うんですが。 

 

○吉ケ嶋道路保全課長 区画線とそれよりも

小規模な事業ということで、単体でも白線を

引いたりとかする場合もございますけれど

も、それに追いつかない、やはり現場でなか

なか消えている箇所が多いということで、舗

装を行った際に白線整備したりとか、それ

と、今回も補正及び当初予算にも計上させて

いただいておりますけれども、自転車関係の

整備予算の中で舗装関係等も行ってまいりま

すので、そういった中で、あわせて白線等の

整備も行うといったようにする予定でござい

ます。 

 以上でございます。 

 

○吉永和世委員 ぜひお願いしたいというふ

うに思います。何か道はきれいなんですけれ

ども、白線がないので、中央線もないので、

この中、走っていいのかなと思って勘違いし

てしまいますので、しっかりと御対応いただ

ければというふうに思います。 

 それと、条例改正で、先ほど浄化槽管理士

の話がありましたけど――私も一応浄化槽管

理士の資格持っているんですけれども、私が

持っているんですけど、私は現場に出ないわ

けなんで、そういった人も対象にはならない
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んですよね。この研修というのは常時行われ

ているもんなんですか。 

 

○渡辺下水環境課長 まず、研修の対象でご

ざいますが、県に保守点検業者として登録を

していただいておりますのは、現在107社ご

ざいます。その中で、管理士としてあわせて

登録をしていただいている方が460数名いら

っしゃいます。その方々がまず研修の対象と

なります。 

 それと、想定しております研修でございま

すが、現在、公益社団法人浄化槽協会におき

まして、毎年技術講習会を開催していただい

ておりまして、当該講習会が環境省から示さ

れている研修の内容に合致することから、こ

の研修会を活用する方向で現在浄化槽協会と

協議を進めているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○吉永和世委員 じゃあ、研修会は浄化槽協

会がやっている、これから……。 

 

○渡辺下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 現在実施していただいております浄化槽協

会の研修を活用する方向で、現在、浄化槽協

会と協議を進めているところでございます。 

 

○吉永和世委員 わかりました。じゃあ、も

うさっきの107社で460名登録されて、その登

録されている方というのは、基本、どういっ

た方なんですか。現場にまさしく出ている人

なのか、そうじゃない人なのか、そこら辺わ

かりますか。 

 

○渡辺下水環境課長 浄化槽法におきまし

て、まず、浄化槽の保守点検を行う者におい

ては、浄化槽管理士の資格を有する方を保守

点検の業務に従事させることということが規

定されております。これに基づきまして、条

例で保守点検業者の登録をしていただいてお

ります者につきましては、浄化槽管理士の登

録もあわせていただいているところでござい

ます。したがいまして、この対象となります

のは、現在保守点検業の中で浄化槽管理士の

名を使って保守点検をされていらっしゃる方

が対象ということで考えております。 

 

○吉永和世委員 わかりました。ありがとう

ございました。 

 お願いがあるのは、一般質問でも言いまし

たけれども、人手不足、この浄化槽に関係す

る方々、また、一般廃棄物のくみ取りされる

方、ああいう現場ですけれども、非常に求人

出しても人が来ないという現状の中で、浄化

槽管理士もそんなにいるわけじゃないと思う

んですよね。これ、研修せな――資格持って

いないと現場へ出られません、それはわかる

んですけれども、長い目で見たとき、将来、

そんなに数はなくなるんじゃないのという想

像もあるんですけれども、多分、浄化槽です

から清掃もせないかぬわけでしょう。清掃す

る方もやっぱり清掃の研修に行ったりとかな

んかしますけれども、そういう人はどうなる

んだろうか、私、ちょっと不安を持っている

部分あるんです。多分、現実、業界の方々も

そうだというふうに思うんですけれども、今

建設事業とか外国人で対応できるのでいいん

ですけれども、この業界は、外国人で対応で

きないでしょう、全然対応なってないんで。

そういった、まさしく住民と接する部分で、

そこら辺の人手不足対応ができるようなきち

っとした形にしていかないと、非常に困って

くるんじゃないのかなとちょっと思ったりす

るので、できれば、業界の方と時折ちょっと

情報交換をしていただいて対応いただいたほ

うが非常に業界の人はありがたいと思いま

す。でないと、非常に困ったことになりま

す。あと、産廃処理というのもある、災害廃

棄物対応した業者も、まさしくそうなんで
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す、対象になっていないわけですから。そう

いった部分が非常に今後不安材料になるとい

うふうに思いますので、そこら辺は、建設は

つくればいいんですけれども、壊れたときの

後の部分、まさしく関係する部分なので、そ

こら辺もしっかり考えていかないとだめだと

いうふうに思いますので、ぜひその点は国の

ほうに働きかける必要があるんだというふう

に思いますので、ぜひよろしくお願いしたい

と思います。 

 

○緒方勇二委員長 課長、そもそも研修を受

けさせなければならない規定がなかったんで

すかね。 

 

○渡辺下水環境課長 そのとおりでございま

す。 

 

○緒方勇二委員長 よろしいですか。 

 

○吉永和世委員 はい。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑はありません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 なければ、以上で質疑を

終了します。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第20号、第25号から第27号、

第36号、第57号から第60号、第69号から第71

号、第76号から第80号までについて、一括し

て採決したいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第20号外16件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第20号外16件は、原案のとおり

可決または承認することに決定いたしまし

た。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 ここで、昼食のため、休憩いたします。１

時半に再開します。 

  午後０時23分休憩 

――――――――――――――― 

  午後１時27分開議 

○緒方勇二委員長 それでは、休憩前に引き

続き会議を開きます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申し出が４件あっており

ます。 

 まず、報告について執行部の説明を求めた

後、一括して質疑を受けたいと思います。 

 それでは、順次報告をお願いします。 

 

○野﨑監理課長 監理課でございます。 

 報告事項１をお願いいたします。 

 国土強靱化地域計画は、熊本地震を踏ま

え、平成29年度に策定いたしました。災害に

強く、安全、安心に生活できる熊本を目指し

て、国土強靱化の取り組みを進めているとこ

ろでございます。 

 近年、自然災害が頻発化、激甚化してお

り、中段の点線四角囲みのところに記載して

おりますが、国において、防災・減災、国土

強靱化のための３か年緊急対策の実施や、関

係する交付金、補助金の令和２年度予算以降

における重点化や要件化の検討という考えが

示されたところで、より具体的な取り組みを
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記載するよう求められております。 

 また、昨年12月に取りまとめられました国

の経済対策におきましても、災害からの復

旧、復興と安全、安心の確保が柱の一つとさ

れ、予算の重点化がなされております。 

 このような国の動きに呼応いたしまして、

県におきましても、県計画を充実することと

し、このたび、具体的な事業箇所等を明記し

た国土強靱化推進方針に基づく取組一覧を作

成いたしました。 

 昨年末に全議員の皆さんに暫定版として送

付させていただいておりますが、この取組一

覧には、現在実施中のものに加え、この先、

おおむね５年間に取り組む予定のものを記載

しております。 

 資料裏面の参考２に一覧の記載例を示して

おります。具体的には、お手元に配付の計画

冊子、別紙120ページ以降として追加を予定

しております。これにおきまして、参考３で

ございますが、計画本体部分についても取組

一覧に係る目次への追加とともに、取組一覧

の位置づけについて、第４章、19ページに記

載を、追加を予定しております。 

 この件につきまして、御報告は以上でござ

います。 

 続きまして、報告事項２、建設工事従事者

の安全及び健康の確保に関する熊本県計画

(概要案)について御説明いたします。 

 昨年の12月に本委員会において中間報告と

して素案の概要を説明したところです。今月

13日に開催いたしました第３回検討会におい

て県計画案を取りまとめましたので、その概

要を報告いたします。 

 12月の報告から変更、追加のみ説明させて

いただきます。 

 赤線のアンダーライン部分が追加で記載し

ているところです。 

 第１の現状と課題、第２の基本的な方針に

は変更はございません。 

 第３の熊本県において総合的かつ計画的に

講ずべき施策の中で、１の(1)安全及び健康

の確保に関する経費の適切かつ明確な積算等

において、熊本労働局が実施いたします安全

衛生経費確保の必要性に関する周知を追加し

てございます。 

 その次に、２、責任体制の明確化におきま

して、同じく、熊本労働局が実施いたします

責任体制構築のための個別・集団指導の実

施、それと、県の建設業協会が実施いたしま

す安全衛生教育、安全衛生パトロールの実施

を追加いたしております。 

 ３の(1)建設業者間の連携促進につきまし

ては、労働局が実施いたします建設現場にお

ける統括安全衛生管理に関する指導を追加い

たしております。 

 (2)のところの一人親方等の安全及び健康

の確保につきましては、建災防が開催いたし

ます一人親方等に対する安全衛生教育、安全

衛生パトロールの実施、それと、協会が開催

いたします一人親方等に対する技術指導を追

加しております。 

 それから、(3)特別加入制度への加入促進

につきましては、労働局が実施いたします特

別加入制度の周知を追加いたしております。 

 ４の(1)の建設工事現場の安全点検、分

析、評価等に関する建設業者等による自主的

な取り組みの促進につきましては、国の労働

局と建設業協会が開催いたします安全パトロ

ールの実施を追加いたしております。 

 それから、(2)の建設工事従事者の安全及

び健康に配慮した設計、建設工事の安全な実

施に資するとともに、省力化、生産性向上に

も配慮した工法や資機材等の開発、普及促進

につきましては、建災防が開催いたします熱

中症予防教育の実施と協会が開催いたします

生産性向上に関する技術研修会の実施を追加

いたしております。 

 ５の建設工事従事者の安全及び健康に関す

る意識の啓発につきましては、(1)におきま

して、建災防が開催いたします安全衛生教
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育、安全衛生パトロールの実施を追加いたし

ております。(2)におきましては、協会と建

災防が開催いたします安全表彰の実施、建災

防が開催いたします年度末労働災害防止強化

月間の実施、それから協会が開催いたします

ヘルスター健康宣言の実施を追加いたしてお

ります。 

 それから、第４、施策を総合的かつ計画的

に推進するための環境整備におきましては、 

６、大きくは、５の墜落・転落災害防止対策

の充実強化におきまして、労働局が開催いた

します個別・集団指導による「より安全な措

置」の普及促進が掲載されております。 

 ６を追加いたしておりまして、外国人労働

者の労働災害防止対策を追加しているところ

です。 

 以上が今回修正された主な点でございま

す。 

 以上の内容で、３月末までに計画の策定、

公表を行いたいと考えております。県として

も、建設工事従事者の労働災害の発生状況を

重く受けとめ、建設業における災害の撲滅に

向け、関係機関と連携し、一層実効性のある

施策を推進してまいりたいと考えておりま

す。 

 監理課からは以上でございます。 

 

○勝又土木技術管理課長 土木技術管理課で

ございます。 

 報告事項３をお願いいたします。 

 まず、熊本地震等の災害復旧事業につきま

して、昨年12月末の進捗状況を報告いたしま

す。 

 中段の表をごらんいただきますけれども、

公共土木施設災害復旧事業は、県、市町村合

わせて4,908件ございまして、93.2％に当た

ります4,572件が完了しております。 

 事業者別では、県事業につきましては、全

ての発注が終わりまして、残り73件が工事中

の状況でございます。このうち44件は、年度

内に完了の見込みでございます。 

 次に、市町村事業でございますが、39件が

未発注の状況でございます。県としまして

も、早期の着手を支援してまいります。 

 続きまして、復興係数、復興歩掛かりの継

続について報告させていただきます。 

 既に御案内のことと存じますが、去る１月

20日に、知事、議長が赤羽国交大臣に対し要

望いたしまして、令和２年度においても継続

するとの回答をいただいておりますことを御

報告させていただきます。 

 以上でございます。 

 

○竹田河川課長 河川課でございます。 

 報告事項４をごらんください。 

 白川水系河川整備計画の変更について御報

告いたします。 

 白川水系では、平成24年熊本広域大水害に

伴う激甚災害対策特別緊急事業により、国管

理区間、県管理区間とも整備が大幅に進捗

し、現行の河川整備計画に掲げていました整

備メニューがおおむね完了したため、さらな

る治水安全度の向上を図るため、国ととも

に、去る１月23日に整備計画の変更を行いま

した。 

 整備計画変更の概要は、下の表に記載のと

おりです。 

 例えば、県管理区間のうち、熊本市区間に

つきましては、流下能力目標を毎秒2,000立

方メートルに増大させます。また、菊陽・大

津区間につきましては、新たに毎秒1,500立

方メートルの流下能力目標を定めています。

阿蘇市区間の黒川につきましては、２カ所の

遊水地の整備を引き続き進めるとともに、新

たに毎秒580立方メートルの河道整備を進め

ることとしております。 

 整備期間は、おおむね30年を予定しており

ます。 

 今後、この計画に基づき、しっかりと整備

を進めてまいります。 
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 河川課からは以上です。 

 

○緒方勇二委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 質疑はありませんか。 

 

○松村秀逸委員 報告事項４の白川河川につ

いてお尋ねします。 

 あそこの弓削橋のところの熊本市との道路

の橋のかけかえのお話があっていたと思うん

ですが、状況は、今後どういう形で進むか、

よかったら教えてください。 

 

○竹田河川課長 河川課でございます。 

 弓削橋につきましては、今度の変更の整備

計画に基づき整備を進めるということで、今

回の整備計画の中に盛り込んでおります。今

現在、熊本市のほうで、河川改修に伴う橋梁

かけかえを前提としました経年計画を作成し

てもらっているところでございます。 

 今現在、今後、河川管理者である県と道路

管理者である市との費用負担の割合を定める

ための下協議を進めているところでございま

す。そこが調いましたならば、それと市の経

年設計が調いましたならば、かけかえに向け

た調査、設計、そこに入ってまいりたいと思

っております。 

 以上です。 

 

○松村秀逸委員 よろしくお願いします。以

上です。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑はありません

か。――ありませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 なければ、以上で質疑を

終了します。 

 次に、その他に入ります。 

 ここで、令和元年度建設常任委員会におけ

る取組みの成果について御説明します。 

 12月の委員会でも御報告しましたが、この

取組みの成果は、今年度の当委員会の審議の

中で、委員から施策の推進に向けて提起され

たさまざまな課題や要望等の中から、執行部

の取り組みが具体的に進んでいる主な項目を

取り上げ、この３月に県議会のホームページ

で公表するものです。 

 施策等への反映状況については、項目の選

定等を御一任いただきましたので、大平副委

員長及び執行部とで協議しまして、当委員会

として９項目の取り組みを上げた案を作成い

たしました。 

 もちろん、ここに記載の項目以外の提案さ

れた課題や要望等についても、現在執行部で

検討等を続けておられますが、ここに上げた

９項目は、委員と執行部との協議により、施

策の取り組みが進んだものなど、代表的なも

のを選定しております。 

 それでは、現在の執行部の取り組み状況の

部分も含めて、この案につきまして何か御意

見等はございませんでしょうか。 

(「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 よろしいですか。 

(「はい」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 それでは、この案でホー

ムページへ掲載したいと思いますが、掲載ま

でに文言の修正等がありましたら、委員長に

一任いただけますでしょうか。 

(「はい」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 それでは、そのようにさ

せていただきます。 

 最後に、その他で委員の皆様から何かあり

ませんか。 

 

○吉永和世委員 要望書に関してなんですけ

れども、阿蘇中岳の活動によっては、降灰が

結構、高森町とかで続いているということ

で、国交省の車をお願いして降灰対策やった

という話聞いているんですけれども、今回要
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望出ている町として、ああいう車を購入した

いという、何か対応していきたいという話が

あるんですけれども、こういったものに関し

て、できれば対応いただけるのが一番いいの

かなとも思うんですけれども、それはまだ検

討はしていないんですよね。 

 

○吉ケ嶋道路保全課長 今お手元にございま

すように、阿蘇の市町村会及び高森町のほう

から御要望あってございます。趣旨は、やは

りこれまでの降灰あるいはそれ以上の降灰が

昨年から継続的にあるというふうなことで、

高森町さんのほうからは、自前の除去機械を

所有したいというような趣旨で御要望が来て

おります。 

 これまでの、今委員がおっしゃられたよう

に、国から国所有の機械を借りておられま

す。それと、我々県のほうが、小型ながら１

台所有しておりまして、そちらのほうも貸し

出しをしているような今現在の状況でござい

ます。 

 今後、町の意向を酌みながら、どのような

補助事業のメニューが該当するかといったよ

うなところを、また、町とも意見、打ち合わ

せをさせていただきながら検討してまいりた

いというふうに考えておるところでございま

す。 

 以上でございます。 

 

○吉永和世委員 いつおさまるのかわからな

い状況で、毎日毎日火山灰が降ってきている

という、これはもう何か、何と言っていいか

わからない状況なんですけれども、できれ

ば、検討いただいて、何か方向性をいただけ

れば、どうしても、非常に――ぜひよろしく

お願いします。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに何かありません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 なければ、以上で本日の

議題は終了いたしました。 

 最後に、要望等がお手元に２件提出されて

おりますので、お手元に写しを配付しており

ます。 

 これをもちまして第５回建設常任委員会を

閉会いたします。 

  午後１時54分閉会 

         ―――――――――――― 

○緒方勇二委員長 なお、本年３月末をもっ

て退職される方が、本日、６名出席されてお

られます。６名の方々に一言ずつ御挨拶をい

ただければと思っておりますが、委員の皆様

よろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 それでは、お一人ずつ、

一言ずつでも結構ですので、お聞かせいただ

ければと思います。 

 まず、宮部土木部長からお願いいたしま

す。 

（宮部土木部長、上妻建築住宅局長～松野建

築課長の順に挨拶） 

 

○緒方勇二委員長 ６名の方、大変お疲れさ

までございました。 

 本年度最後の委員会でございますので、一

言御挨拶を申し上げます。 

 この１年間、大平副委員長初め委員各位の

御協力をいただきながら活動を進めてまいり

ましたが、委員各位におかれましては、県政

の抱える重要な諸課題につきまして終始熱心

な御審議を賜り、まことにありがとうござい

ました。 

 また、宮部部長初め執行部の皆様方には、

常に丁寧な説明に心がけていただき、迅速か

つ誠実に対応いただきましたことに対しまし

て、心から厚く御礼申し上げます。 

 また、この３月をもって御勇退をされる方

々には、長い間本当に御苦労さまでございま

した。どうか、県を去られましても、一県民
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として県政の発展にお力添えを賜りますよ

う、今までの経験と知識を生かされ、新たな

場所での御活躍を心よりお祈り申し上げたい

と思います。 

 熊本地震における復旧、復興において、57

号の北側復旧ルート、現道国道325号阿蘇大

橋の復旧にめどが、2020年度という形で明確

になりました。本日報告のありました平成24

年熊本広域大水害に伴う整備計画において、

ついに整備が一段階を終えたとのことでござ

いまして、中九州横断道路の大津―熊本間で

最後の都市計画決定が終了し、県が行う全て

の手続が終了したなど、また、八代港クルー

ズ拠点、熊本ポート八代が、くまモンポート

八代が４月に供用開始する予定、この１年

間、本当にさまざまないろいろなことが実を

結んだという実感があります。 

 また、執行部の皆様には、県政の発展に向

けて、今後ともなお一層の御努力をお願い申

し上げます。 

 最後になりましたが、委員各位並びに執行

部の皆様方の今後ますますの御健勝と御活躍

を祈念申し上げまして、簡単でございます

が、御挨拶とさせていただきます。 

 ありがとうございました。(拍手) 

 副委員長からも御挨拶をお願いいたしま

す。 

 

○大平雄一副委員長 この１年間、緒方委員

長のもとで委員会運営に努めてまいりまし

た。委員各位におかれましては、御指導、御

鞭撻をいただき、まことにありがとうござい

ました。 

 また、執行部におかれましても、真摯に対

応していただきましてありがとうございまし

た。 

 １年を振り返りまして、震災からの復旧、

復興が着実に進んでいることを実感している

ところであります。災害公営住宅におきまし

ても、３月末で整備が完了すると聞いており

ます。また、益城町の県道熊本高森線の４車

線化におきましても、３月末にモデル地区が

整備をされます。 

 しかしながら、まだまだ復旧、復興道半ば

でございます。今後も皆様とともにしっかり

と頑張ってまいりたいと思っております。今

後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 大変お世話になりました。ありがとうござ

いました。(拍手) 

 

○緒方勇二委員長 以上で終了します。 

 大変お疲れさまでした。 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  建設常任委員会委員長 


